
◎
論

説

留
学
と
い
う
文
化

中
国
の
留
学
生
教
育
政
策

二

一
世
紀
に
お
け
る
留
学
生
受
け
入
れ
大
国

黒

田

千

晴

・
・
…

は
じ
め
に

改
革
開
放
三
十
周
年
を
迎
え
た
二
〇
〇
八
年
、
中
国
は
首
都
北
京

に
お
い
て
念
願

の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
た
。
国
家
の
威
信
を
か

け
た
北
京

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
開
会
式

の
荘
厳
か
つ
華
麗
な
演
出
は
、

中
国
社
会

の

「光
」
の
部
分
を
際
立
た
せ
、
大
国
中
国
の
存
在
感
を

存
分
に
感

じ
さ
せ
る
も

の
で
あ

っ
た
。
世
界
的
経
済
危
機
に
よ
り
、

ア
メ
リ
カ
、
日
本
を
始
め
諸
外
国
が
軒
並
み
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
陥
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
二
〇
〇
九
年
に
お

い
て
も
、
中
国
の
G
D
P
成

ム
　
　

長
率
は
八
%
を
超
え
る
と
の
見
方
が
示
さ
れ
て
お
り
、
も
う
間
も
な

く
中
国
が
日
本
を
抜

い
て
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
と
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
国
経
済

の
躍
進
、
国
際
社
会

に
お
け
る
中
国
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
に
伴

い
、
国
際
高
等
教
育

の
分
野
に
お
い
て
も
、

中
国
の
存
在
感
が
著
し
く
向
上
し
て
い
る
。
中

国
教
育
部

の
最
新
の

統
計
に
よ
る
と
、
中
国
は
二
〇
〇
九
年
、

一
九

〇
の
国
や
地
域
か
ら

ムつ
む

二
三
万
八

一
八
四
人

の
外
国
人
留
学
生
を
受

け
入
れ
て
お
り
、

一
九

四
九
年

の
建
国
か
ら
現
在

に
至
る
六
〇
年
間

に
受
け
入
れ
た
留
学
生

ム
ヨ
　

総
数
は
、
約

一
六
九
万
人
に
上
る
。

留
学
交
流
の
世
界
的
動
向
を
み
る
と
、
ア

メ
リ
カ
が
六

二
万
三
八

〇
五
人

(二
〇
〇
七
年
)
、
イ
ギ
リ
ス
が
三
八
万
九
三
三
〇
人

(二

〇
〇
七
年
)、
ド
イ
ツ
が
二
四
万
六
三
六
九
人

(二
〇
〇
七
)
年
、

フ
ラ

ン
ス
が
二
六
万
五
九
六
人

(二
〇
〇
七
年
)、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
が
二
九
万
四
〇
六
〇
人

(二
〇
〇
七
年
)
、

そ
し
て
日
本

が

一
二

万
三
八
二
九
人

(
二
〇
〇
八
年
)
の
留
学
生
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
入
れ
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ム
ヰ
　

て
お
り
、
依
然
と
し
て
先
進
諸
国
が
留
学
生
受
け
入
れ
国

の
上
位
に

名
を
連
ね

て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
は
、
受
け
入
れ
留
学
生
数
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
先
進
諸
国
に
全
く
引
け
を
取

っ
て
お
ら
ず
、
留
学
交

流
に
お
い
て
も
、
成
長
著

し
い
経
済
と
同
じ
く
、
"大
国
中
国
"
と

し
て
の
存
在
感
を
存
分

に
発
揮
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
建
国
六
十
周
年
に
当
た
る
二
〇
〇
九
年
、
中
国
教
育
部

は
、
二
〇

二
〇
年
ま
で
に
、
五
〇
万
人

の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
中

国
を
ア
ジ

ア
最
大
の
留
学
生
受
け
入
れ
国
と
す
る
と

い
う
目
標
を
掲

バ
　
　

げ
た

"留
学
中
国
計
画
"
を
発
表
し
た
。
折
し
も
日
本
で
は
、
二
〇

〇
八
年

一
月
、
当
時

の
福
田
首
相
の
施
政
方
針
演
説
を
受
け
て
、
二

〇
〇
八
年

七
月
、
文
部

科
学
省
、
外
務
省
、
法
務
省
、
厚
生
労
働

省
、
経
済

産
業
省
、
国
土
交
通
省

の
六
省
が
連
合

で
、
「留
学
生
三

バ　
　

○
万
人
計
画
」
骨
子
を
発
表
、
二
〇
〇
九
年
に
は
、
国
際
化
拠
点
整

備
事
業

(グ

ロ
ー
バ
ル
30
)
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
度

に
選
定

さ
れ
た

=
二
の
国
立

・
私
立
大
学
を
中
心
に
、
留
学
生
受
け
入
れ
拡

大
に
向
け
た
基
盤
整
備

が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
九
年

九
月
の
民
主
党
政
権

の
発
足
に
よ
る
政
策
転
換

に
伴

い
、
二
〇

一
〇

年
三
月
現
在
、
本
事
業

の
新
規
募
集
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、

「留
学
生

三
〇
万
人
計

画
」

の
推
進

に
伴
う
二
〇
〇
九

(平
成

二

一
)
年
度

予
算
が
、
三
九
二
億
円
で
あ

っ
た
の
に
対
し
'
二
0

1
O

年
二
月
現
在
、
平
成

二
二
年
度
当
該
事
業
予
算
案
は
、
三
五
五
億
円

バァ
　

と
、
三
七
億
円

の
減
額

と
な

っ
て
お
り
、
留
学
生
受
け
入
れ
拡
大
に

向
け
た
、
環
境
整
備
も
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
さ
れ
る
。

中
国
政
府
が
日
本
の
留
学
生
三
〇
万
人
計

画
を
意
識
し
た
か
ど
う

か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
三
〇
万
人
を
遥
か
に
上
回
る
五
〇
万
人
の

留
学
生
を
受
け
入
れ
る
と

い
う
数
値
目
標
を
掲
げ
、
計
画
実
現
に
向

け
、
大
規
模
な
予
算
措
置
を
講
じ
、
戦
略
的

な
施
策
を
打
ち
出
し
て

い
る
。

現
在
、
日
本
で
は
、
民
主
党
政
権
下

に
お

い
て
、
東
ア
ジ
ア
共
同

体
構
想
の
実
現
に
向
け
、
日
中
韓

の
教
育
交
流
を
拡
大
し
て
い
く
政

策
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
日
本
は
、
留
学
生
受
け
入
れ
大
国
と

し
て

の
中

国
と
、
ど

の
よ
う

に
競
争

・
協

働
し
、

い
か

に
し

て

「W
in
W

in
d

S
関
係
を
築

い
て
い
く
の
か
、
対
中
教
育
交
流
戦
略

を
考
案
し
て
い
く
必
要

に
迫
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

中
国
の
留
学
生
教
育

の
諸
相
は
、
新
中
国
成
立
か
ら
、
大
躍
進
政

策
期
、
文
化
大
革
命
に
よ
る
留
学
交
流

の
中
断
、

一
九
七
八
年

の
改

革
開
放
政
策
の
始
動
、

一
九
九

二
年

の
社
会
主
義
市
場
経
済
体
制

へ

の
移
行
な
ど
、
中
国

の
社
会

・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
革
、
ま
た
、
東

西
冷
戦
構
造
の
崩
壊
に
よ
る
世
界
情
勢

の
変

化
及
び
そ
れ
に
伴
う
中

国

の
外
交
政
策

の
転
換
な
ど
、
国
内
外

の
種

々
要
因
の
影
響
を
受

け
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
変
容
を
遂
げ

て
き
た
。
し
か
し
、
毛
沢

東
時
代
か
ら
都
小
平
時
代
、
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
中
国
の
留

学
生
教
育
政
策

は
、
国
家

の
発
展
に
寄
与
す

べ
き
国
策
と
し
て
明
確

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
各
時
代

の
外
交
政

策
や
経
済
政
策
の

一

環
と
し
て
、
戦
略
的
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
。
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中
国

の
留
学
生
教
育
政
策
に
関
す
る
日
本
語

の
先
行
研
究
と
し

て
、
以
下

の
研
究
が
挙
げ
ら
れ

る
。
牧
野

[1
9
°。°。
]
は
、
新
中
国
成

立
か
ら

一
九
八
〇
年
代
末

の
中

国
の
留
学
政
策

(派
遣

・
受

け
入

れ
)

に

つ
い
て
、
そ

の
歴
史
的

変
遷
を
検
証

し
て

い
る
。
石
川

[1
9
93
]

は
、
新
中
国
成
立
以
降

、
文
化
大
革
命
に
至
る

一
九
四
九

年
か
ら

一
九
六
五
年
に
か
け
て
、
社
会
主
義
政
権
下
で
の
人
材
育
成

と
し
て
、
留
学
政
策
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
指
摘

し
、
中
国
共
産
党
の
既
得
権
と
派
遣
留
学
政
策

の
関
連
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
留
学
生
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
当
時
の
新
聞
記
事

な
ど
を
詳
細

に
検
証
し
、
ア
フ
リ
カ
人
留
学
生

の
受
け
入
れ
を
巡
る

ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
背
景
に
あ
る
当
時

の
留
学
生
受
け
入
れ
体
制

の
問

題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

中
国
語

の
文
献
で
は
、
留
学
生
教
育
政
策
に
つ
い
て
、
社
会
的

・

経
済
的
視
座
か
ら
論
じ
、
さ
ら
に
留
学
生
の
適
応
問
題
や
文
化
摩
擦

に

つ
い
て
論

じ
て
い
る
黄
新
憲

ロ
O
Oい
]
、

一
九
九
〇
年
代
ま
で
の

中
国
に
お
け
る
留
学
生
教
育

の
歴
史
的
変
遷
を
整
理
し
、
留
学
生
教

育

の
特
質

、
並
び

に
中
国
の
留
学
生
教
育
の
教
学
面
、
管
理
面
、
留

学
生
に
対

す
る
道
徳
教
育

の
重
要
性
に

つ
い
て
述

べ
て
い
る
金
暁
達

ロ
OO
°。
]
、
中
国

の
留
学
交
流
の
歴
史
的
変
遷
を
派
遣

・
受
け
入
れ
の

両
側
面
か

ら
検
証
し
た
干
富
増

ほ
か

[8
0
昌

な
ど

の
研
究
が
あ

る
。
さ
ら

に
、
中
国
の
大
学
に
お
い
て
、
留
学
生
教
育
に
従
事
す
る

教
職
員
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
中
国
語

の
論
文
集
に
は
、
王
相
宝
主
編

[19
95
]
、
楊
曽
主
編

ロ
$
°。
]、
全
国
高
校
外
国
留
学
生
教
育
管
理

学
会

ロ
O
OO
]
、
崔
学
楼
ほ
か

[NO
ON
]
、
中
国
高
等
教
育
学
会
外
国

留
学
生
教
育
管
理
分
会

冒
OO
昌

な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
筆
者
は
、
中
国

の
留
学
生
教
育
政
策

に
関
す
る
研
究
に
従

事
し
て
お
り
、
拙
稿

[黒
田
N
O
O
ω]

で
は
、
新
中
国
成
立
か
ら
、

一
九
九
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
中
国
の
留
学
生
受
け
入
れ
政
策
及

び
留
学
生
教
育

の
歴
史
的
変
遷
を
跡
付
け
、
中
国
の
対
外
政
策

の
転

換
と
留
学
生
受
け
入
れ
政
策
転
換

の
関
連
性
、
及
び
高
等
教
育
改
革

の
進
展

に
伴

う
留
学
生
教
育
制
度

の
変
容
を
検
証
し
た
。
引
き
続

き
、
拙
稿

[黒

田
N
O
O
い]

で
は
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降

の
中

国
政
府

の
留
学
生
受
け
入
れ
政
策
を
検
証
し
、
中
国
の
留
学
生
教
育

は
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
中
国
語
教
育
を
留
学
生
教
育
の
柱
と
位

置
づ
け
、
留
学
生
を
既
存

の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
み
、
中
国
人

学
生
と
同
等
に
教
育
す
る
の
で
は
な
く
、
留
学
生
向
け
の
学
歴
教
育

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
留
学
生
を
受
け
入
れ

る
新
た
な
受
け
皿
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
留
学
生
教
育
を
拡
大

し
て
き
た
と

い
う
点
を

指
摘
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
中
国
政
府
が
留
学
生
の
流
入
が
自
国

の
高
等
教
育

シ
ス
テ
ム
や
中
国
人
学
生
に
も

た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
を

最
小
限
に
抑
え

つ
つ
、
留
学
生
教
育

の
拡
大

を
図
ろ
う
と
い
う
意
図

が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
中
国

の
留
学
生
教
育
政
策

は
、
中
国
語
と
中
国
の
優
秀
な
文
化
を
世
界

に
伝
え
広
げ

る
た
め
の

戦
略
的
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
中

国
に
と

っ
て
の

「国
際
化
」
は
、
中
国
を
世
界
に
広
め
る
た
め

の

「他
動
詞
」
と
し

て
の

「国
際
化
」

で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
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拙
稿

[黒
田
N
8
ひ
]
で
は
、
二
〇
〇
四
年
二
月
に
国
務
院

に
よ
っ

て
決
裁
さ

れ
た

「
二
〇
〇
三
-
二
〇
〇
七

教
育
振
興
行
動
計
画
」

の
中
で
提

示
さ
れ
た

「中
国
教
育
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
」
を
中
心
に
、

二

一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
中
国

の
対
外
教
育
戦
略
に
つ
い
て
、
留
学

生
受
け
入
れ
政
策
及
び
対
外
漢
語
教
育
政
策
を
中
心
に
検
討
し
た
。

さ
ら
に
、

こ
れ
ら

一
連

の
研
究
を
も
と
に
、
新
中
国
設
立
か
ら
、
二

一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
中
国

の
留
学
生
教
育
政
策
に
関
す
る
研
究
を

博
士
学
位
論
文

[黒
田

NO
O
己

と
し
て
発
表
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
上
記
先
行
研
究

で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
中
国
に
お
い

て
留
学
生

の
受
け
入
れ
が
急
速
に
拡
大
し
た

一
九
九
〇
年
代

の
状
況

を
概
観

し
た
上

で
、
「
二
〇
〇
三
-
二
〇
〇
七

教
育
振
興
行
動
計

画
」、
及
び
第
十

一
次
五
か
年
計
画
期
に
お
け
る
中
国
政
府

の
留
学

生
教
育
政
策
の
動
向
を
検
証
し
、
建
国
六
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
た
中
国

の
、
対
外
教
育
戦
略
及
び
高
等
教
育
国
際
化

の
方
向
性
を

明
ら
か
に
す
る

一
助
と

し
た
い
。

社
会
主
義
市
場
経
済
体
制
下
で
の

留
学
生
教
育
の
拡
大

中
華
人
民
共
和
国

(以
下
、
中
国
)
に
お
け
る
留
学
生

の
受
け
入

れ
は
、
建

国
直
後
の

一
九
五
〇
年
、
チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、

ル
ー
マ
ニ
ァ
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
東
欧
社
会
主

義
諸
国
か
ら
、
合
計
三

三
人

の
交
換
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に

ム
さ
　

始
ま
る
。
そ

の
後
、
文
化
大
革
命

の
混
乱
に

よ
る
高
等
教
育

の
崩

壊
、
対
外
教
育
交
流
の
中
断
を
経

て
、

一
九
七
八
年

に
始
動
し
た
改

革
開
放
政
策

の
も
と
、
中
国

の
留
学
生
教
育

は
、
そ
の
規
模

・
形
態

と
も
に
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
。

特
に
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
は
、
成
長
著

し
い
経
済
と
足
並
み
を

揃
え
る
か
の
よ
う
に
、
私
費
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
中
心
に
留
学
生

教
育

の
規
模
を
急
速
に
拡
大
し
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
主
要
留
学
生
受

け
入
れ
国
と
し
て
台
頭
し
た
。

中
国
教
育
部
の
統
計
に
よ
る
と
、
改
革
開

放
政
策
が
始
ま

っ
た

一

九
七
八
年

に
中
国

の
大
学
に
在
籍
し
て
い
た
留
学
生
数
は
、
わ
ず
か

一
二
三
六
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
改
革
開
放

三
十
周
年
を
迎
え
た
二

〇
〇
八
年

に
は
、
約
二
二
万
三
五
〇
〇
人
に
上
り
、
留
学
生
数
は
、

　
　
　

実
に

一
八
〇
倍
に
も
増
加
し
た
の
で
あ
る
。

特
に
、
留
学
生
数
が
増
加
し
た
の
は
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
で
あ

る
。

一
九
七
八
年
か
ら

一
九
八
九
年

の

=

年
間
に
中
国
政
府
が
受

け
入
れ
た
留
学
生
総
数
は
四
万
二
二

一
人
、

そ
の
内
、
中
国
政
府
奨

学
金
留
学
生
は

一
万
三
六
九
九
人
、
私
費
留
学
生
は
二
万
六
五
二
ニ

ハリ

　

人
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、

一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年

の

一
〇
年
間
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
留
学
生
総
数
は
、
約
三

一
万
人
に
も
上
る
。
こ
の
約

三

一
万
人

の
留
学
生
の
内
訳
は
、
中
国
政
府

奨
学
金
留
学
生
が

一
万

八
三
六
〇
人

で
あ
る
の
に
対
し
、
私
費
留
学

生
は
、
実

に
二
九
万
二

〇
〇
〇
人
余
り
に
達
し
て
い
る
。
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中国政 府奨 学金 留学 生 数 ・私 費留 学 生数 の推 移(1992-2009年)表1

統計年
奨学金
留学生

私費
留学生

合 計
奨学金留学生の

割合(%)

1992 4,000 10,000 14,000 :・

1993 3,990 14,000 17,990 22.2

1994 4,000 22,000 26,000 15.4

1995 4,097 32,758 36,855 11.1

1996 4,307 36,904 41,211 10.5

1997 4,677 43,712 48β89 9.7

1998 1.... 43,084 48,172 10.6

1999 5,211 44,711 49,922 10.4

2000 5,362
..

52,150 10.3

2001 5,841 56,028 61,869 9.4

2002 6,074 79,755 85,829 7.1

2003 6,153 71,562 77,715 7.9

2004 6,715 104,129 110,844 6.1

2005 7,218 133,869 141,087 5.1

2006 8,484 154,211 162,695 5.2

2007 10,151 185,352 195,503 5.2

11: 13,516 209,983 223,499 6.0

2009 18,245 219,939 238,184 7.7

注:1)1992-1994年 に関 しては、『中国教育年鑑 』に記載 されてい る概

数を採用 した。
2)留 学生数 には、6か 月以下の短期留学生数 も含 まれ る。

出所:1992-2008年 は 『中国教育年鑑』 各年度版、2009年 にっいては中国

教育部ホームペ ージの統 計を参照 し、筆者作成。

表
1
は
、

一
九
九
二
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か

け
て
の
、
中
国
政
府
奨
学
金
留
学
生
と
私
費
留
学

生
数
の
推
移
、
及
び
奨
学
金
留
学
生

の
割
合
を
提

示
し
た
も

の
で
あ

る
。

一
九
九

二
年

に
二
八
・

六
%
を
占
め
て
い
た
中
国
政
府
奨
学
金
留
学
生
数

の
割
合
が
徐
々
に
下
が
り
、
そ
の
分
私
費
留
学
生

の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
代

の
留

学
生
の
増
加

は
、
私
費
留
学
生
が
急
増
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

ま
た
、
表

2
は
、
中

国
政
府
奨
学
金
留
学
生

数
、
私
費
留
学
生
数
、
留
学
生
総
数
の
前
年
比
を

表
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
九
三
年
か
ら

一
九
九

五
年
に
か
け
て
の
私
費
留
学
生
数
の
伸
び
率
が
特

に
目
覚
ま
し
い
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

ハけ
　

H

私
費
留
学
生
増
加
の
背
景

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
中
国
の
留
学
生
教
育
が

急
速
に
拡
大
し
た
背
景
と
し
て
、
ω
世
界
情
勢
の

変
化

(東
西
冷
戦

の
終
結

、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
)、
②
計
画
経
済
体
制
か
ら
社
会
主
義
市
場
経

済
体
制

へ
の
移
行
と

い
う
中
国
の
社
会

・
経
済
シ

ス
テ
ム

の
大
転
換
、
③
高

等
教
育
改
革

に
よ
る

「規
制
緩
和
」
と

「市
場
原
理
」
の
導

入
、
ω
専

中国の留学生教育政策79



中国政府奨学金留学生数 ・私費留学生数の前年度比(1992-2009年)表2

中国政府奨学金留学生 私費留学生 合 計
統計年

人数 前年比(%) 人数 前年比(%) 人数 前年比(%)

1992 4,000 n/a 10,000 n/a 14,000 n/a

1993 3,990 一 〇.3 14,000 40.0 17,990 28.5

1994 4,000 0.3 22,000 57.1 26,000 44.5

1995 4,097 2.4 32,758 48.9 36,855 41.8

1996 4,307 5.1 36,904 12.7 41,211 11.8

1997 4,677 8.6 43,712 18.4 i… 17.4

.・; 1.... 8.8 43,084 一1 .4 48,172 一〇.4

1999 5,211 2.4 44,711 3.8 49,922 3.6

2000 5,362 2.9
..

4.6 52,150 4.5

2001 5,841 8.9 56,028 19.7 61,869 18.6

2002 6,074 4.0 79,755 42.3 85,829 38.7

2003 6,153 1.3 71,562 一10 .3 77,715 一9 .5

2004 6,715 9.1 104,129 45.5 110,844 42.6

2005 7,218 7.5 133,869 28.6 141,087 27.3

2006 8,484 17.5 154,211 15.2 162,695 15.3

2007 10,151 19.6 185,352 20.2 195,503 20.2

11: 13,516 33.1 209,983 13.3 223,499 14.3

2009 18,245 35.0 219,939 4.7 238,184 6.6

注:表1に 同 じ。

出 所:表1に 同 じ。

門
教
育
か
ら
中
国
語
教
育
を
中
心
と
し
た
留
学
生
教
育
の

内
容

の
変
化
、
⑤
中
国

の
急
速
な
経
済
成
長

・
国
際
的
プ

レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
な
ど
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
九
九
〇
年
代
、
留
学
生
数
が
急
速
に
増
加
し
た
の

は
、
中
国
だ
け
で
は
な
い
。

一
九

八
九
年

=

月
の
ベ
ル

リ
ン
の
壁
崩
壊
を
機
に
、
東
西
冷
戦
体
制
が
終
結
、
そ
の

後
、
経
済

・
社
会

の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速

に
進
展

し

た
。
そ
れ
に
伴

い
、
留
学
を
含
め
国
境
を
越
え
た
人
の
移

動
が
拡
大
し
、
世
界
に
お
け
る
留
学
生
数
が
急
増
し
た
。

一
方
、
中
国
で
は
、

一
九
八
九
年
六
月
四
日
に
発
生
し
た

天
安
門
事
件
を
機
に
、
派
遣
留
学

に
つ
い
て
は
厳
し
い
引

き
締
め
政
策
が
採
ら
れ
た
が
、
留
学
生

の
受
け
入
れ
に

つ

い
て
は
、
拡
大

の
方
針

が
貫
か
れ
た
。

一
九
九
二
年

に

は
、
郡
小
平
に
よ
る
南
巡
講
話
を
経
て
、
社
会
主
義
市
場

経
済
体
制

へ
の
移
行
が
公
式

に
発
表
さ
れ
、
改
革
開
放
が

加
速
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

社
会
主
義
市
場
経
済
体
制

へ
の
移
行
を
機
に
、
教
育
改

革
が
断
行
さ
れ
、
高
等
教
育

シ
ス
テ
ム
も
大
き
な
変
容
を

遂
げ
る
こ
と
と
な
る
。

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
高
等
教
育

改
革
に
よ
っ
て
中
国

の
高
等
教
育

シ
ス
テ
ム
は
、
大
胆
な

規
制
緩
和
策
が
採
ら
れ
、
大
学

の
自
主
運
営
権
が
格
段
に

向
上
し
、

こ
れ
ま
で
の
政
府
の

一
元
管
理
に
よ
る
硬
直
し

た
高
等
教
育

シ
ス
テ
ム
か
ら
、
高
等
教
育
機
関
が
、
学
生
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の
募
集
及
び
教
育

の
主
体
と
な

る
シ
ス
テ
ム

へ
と
転
換
し
た
。

一
方
で
、
競
争
原
理
に
基
づ

い
た
教
育
の

「市
場
化
」
が
断
行
さ

れ
、
各
大
学
は
、
政
府
か
ら
の
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
自
助
努
力
に
よ

り
運
営
資
金
を
獲
得
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
た
。
当
時
、
自
己
資
金
を

獲
得
す
る
有
力
な
手
段
と
し
て
着

目
さ
れ
た
の
が
、
私
費
留
学
生

の

受
け
入
れ
に
よ
る
授
業
料
収
入

の
増
加

で
あ
る
。
高
等
教
育
改
革
に

よ
る
教
育

の

「市
場
化
」

の
波
を
受
け
て
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
、

中
国
で
は
、
高
等
教
育
を

「産
業
」
と
し
て
み
な
す

「教
育
産
業

ム
に
　

論
」
に
関
す
る
論
考
が
次
々
に
出
さ
れ
て
い
る
。
留
学
生
教
育
に
つ

い
て
も
、
留
学
生
教
育
を

「輸
出
産
業
」
と
し
て
振
興
し
、
私
費
留

学
生
の
受
け
入
れ
に
よ
る
授
業
料
収
入
を
高
等
教
育

の
主
要
な
財
源

と
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
例
を
取
り
上
げ

る
論

考
や
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
が
地
域
経
済
に
ど
れ
ほ
ど
の
恩
恵
を
も

た
ら
す
か
、
具
体
的
な
数
値
を
挙
げ

て
、

「留
学
生
産
業
」

の
振
興

ムの
　

を
謳
う
論

説
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
政
府
、
大
学
、
社
会

が

一
体

と

な

っ
て
、
留
学
生
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
く
。

留
学
生
教
育
に
関
し
て
も
大
胆
な
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
、

一
九
八
九
年
に
中
国
政
府
奨
学
金
留
学
生
を
審
査
し
入
学
許
可

を
与
え
る
権
利
が
、
中
央
政
府
か
ら
各
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
教

育
主
管
部
門
に
委
譲
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
九
二
年
に
は
、
私
費

留
学
生
を
募
集

・
審
査
し
、
受
け
入
れ
る
権
利
が
各
大
学

に
与
え
ら

れ
た
。
ま
た
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
作
成
や
学
籍

・
学
生

の
管
理
、
賞

罰
関
係
の
問
題
な
ど
、
教
育
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
も
、
大
学
が

全
面
的
に
決
定
権
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、

こ
れ

を
機

に
、
留
学
生
教

育
の
主
体
が
、
国
家
か
ら
大
学

へ
と
完
全

に
移
行
す
る
。
中
国
の
留

学
生
教
育

は
、
従
来
の
外
交
政
策
の

一
手
段
と

し
て
の
国
家
主
体
の

も
の
か
ら
、
大
学
主
体
の
留
学
生
教
育

へ
と
、
抜
本
的
な
転
換
を
遂

げ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
改
革
開
放
以
降
、
特
に

一
九
九
〇
年
代
よ
り
、
中
国
の
留

学
生
教
育

の
内
容
が
、
こ
れ
ま
で
の
専
門
教
育

を
重
視
し
た
も
の
か

ら
、
中
国
語
教
育
を
中
心
と
し
た
も

の
へ
と
移
行
し
た
こ
と
も
、
留

学
生
教
育

の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
主
要
な
要

因
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。
改
革
開
放
以
前
、
中
国
に
お
け
る
留
学
生

の
受
け
入
れ
は
、
社

会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ

い
た
外
交
政
策

の

一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
中
国
は
、
社
会
主
義
国

の

「兄
」
と
し
て
、
社
会
主
義

友
好
国
や
独
立
を
果
た
し
た
ば
か
り
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
、
発
展

途
上
国
か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ
、

こ
れ
ら

の
国
々
と
の
友
好
関
係

を
強
化
し
、
人
材
育
成
に
貢
献
す
る
べ
く
、
授

業
料
を
免
除
、
寮
を

提
供
し
、
奨
学
金
生
活
費
を
支
給
、
「全
て
を
賄

っ
て
」
留
学
生
教

育
を
実
施
し
て
き
た
。
留
学
生
教
育

の
内
容
は
、
各
国
政
府
の
要
請

に
基
づ
い
た
専
門
教
育
が
中
心
で
あ

っ
た
。
改
革
開
放
以
前
も
、
留

学
生

に
対
す
る
中
国
語
教
育
は
重
視
さ
れ
て

い
た
が
、
あ
く
ま
で
も

専
門
教
育
を
受
け
る
た
め
の
中
国
語
能
力

の
育
成
が
主
た
る
目
的

で

あ
り
、
中
国
語
教
育
は
、
専
門
教
育
に
移
行
す

る
前

の
予
備
教
育
と

い
う
位
置
づ
け
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
改
革
開
放
政
策
が
導
入
さ
れ

て
以
降
、
西
側
諸
国
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入

れ
が
徐
々
に
拡
大
す

中国の留学生教育政策gI



表3留 学生 の 出身国 上位10か 国の推 移(1997-2009年)

国 人
前年比

(%)
国 人

前年比

(%)
国 人

前年比

(%)

1997 1998 1999

1 日本 15,166 n/a 日本 14,524 一4 .2 日本 12,784 一12 .0

2 韓国 13,310 n/a 韓国 10,008 .・ 韓国 11,731 17.2

3 アメ リカ 3,135 n/a アメ リカ 3,832 22.2 アメ リカ 4,094 6.8

4 イ ン ドネ シア 922 n/a イ ン ドネシア 1,770 92.0 イン ドネシア 2,411 36.2

5 ドイ ツ 794 n/a ドイ ツ 898 13.1 ドイツ 1,297 III

6 フランス 714 n/a フランス 783 9.7 フラ ンス 824 5.2

7 オース トラ リア poi n/a ペ トナム 686 n/a オース トラリア 770 29.4

8 ロシア 577 n/a ロシア 651 12.8 ロシア 609 一6 .5

9 マ レー シア 504 n/a オース トラリア 595 一15 .1 タイ 512 n/a

]0 タイ 395 n/a マ レ ー シ ア 551 9.3 カナダ 508 n/a

2000 2001 2002

1 韓国 16,787 43.1 韓国 22,116 31.7 韓国 36,093 63.2

2 日本 13,806 8.0 日本 14,692 6.4 日本 16,084 9.5

3 アメ リカ 4,280 4.5 アメ リカ 5,413 26.5 アメ リカ 7,359 36.0

4 イ ン ドネシア 1,947 一19 .2 イン ドネシア 1,697 一12 .8 イ ン ドネ シア 2,583 52.2

5 ドイツ 1,270 一2 .1 ドイツ 1,321 4.0 ベ トナ ム 2,336 99.7

6 フランス 891 8.1 ベ トナム 1,170 n/a タイ 1,737 102.0

7 シンガ ポール 854 n/a フ ラ ン ス 1,057 18.6 ロシア 1,492 41.3

8 ロシア 703 15.4 ロシア 1,056 50.2 フランス 1,341 26.9

9 オース トラリア 676 一12 .2 オー ス トラリア 971 43.6 ドイ ツ 1,226 一7 .2

10 タイ 667 30.3 タイ 860 28.9 イギ リス 1,061 n/a

2003 2004 2005

1 韓国 35,353 一2
.1 韓国 43,617 23.4 韓国 54,079 24.0

2 日本 12,765 一20 .6 日本 19,059 49.3 日本 18,874 一1
.0

3 アメ リカ 3,693 一49.8 アメ リカ 8,480 129.6 アメ リカ 10,343 22.0

4 ベ トナム 3,487 49.3 ベ トナム 4,382 20.4 ベ トナ ム 5,842 33.3

5 イン ドネシア 2,563 1' イン ドネ シア 3,750 31.7 イ ン ドネ シア 4,616 23.1

6 タイ 1,554 一10 .5 タイ 2,371 34.5 タイ 3,594 51.6

7 ドイツ 1,280 4.4 ロシア 2,288 .・ ロシア 3,535 54.5

8 ロシア 1,224 :1 ドイツ 2,187 39.6 イ ン ド 3,295 n/a

9 ネパ ール 1,199 n/a フランス 1,954 n/a フランス 3,105 58.9

10 モ ンゴル 1,060 n/a ネパール ],495 15.1 ドイ ツ 2,736 25.1

る
に

つ
れ
て
、
こ
れ
ら
の
留

学
生

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、

留
学
生

に
対
す
る
中
国
語
教

育
が
本
格
化
し
て
い
く
。
そ

の
結
果

、
必
然
的
に
、
留
学

生
教
育

の
中
心
が
専
門
教
育

か
ら
中

国
語
教
育

へ
と
移
行

し
て

い
く
こ
と
と
な
る
。

一
九
七

二
年
、
中
国
教
育

部
が
外

国
人
留
学
生
に
対
し

て
、
現
代
漢
語
専
業

(現
代

中
国
語
専
攻
)
を
開
設
す
る

こ
と

を
許

可
し
た

の
を
受

け
、
各
大
学
は
、
留
学
生
に

対
し

て
中
国
語
教
育
を
専
門

に
行

う
部

門
、

学
科

を
創

設

・
拡
充
し
、
中
国
語
習
得

を
目
的
と
す
る
漢
語
進
修
生

(中
国

語
研
修
生
)

の
受
け

ムれ
　

入
れ
を
拡
大
し
て
い
く
。
ま

た
、

一
九
九
〇
年
代
後
期
に

は
、
留
学
生
に
対
す
る
中
国

語
教
育

に
実
績

の
あ
る
北
京
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表3つ づ き

国 人
前年比

(%)
国 人

前年比

(%)
国 人

前年比

(%)

2006 2007 11:

1 韓国 57,504 6.3 韓国 64,481 12.1 韓国 66,806 3.5

2 日本 18,363 一2 .7 日本 18,640 1.5 アメ リカ 19,914 25.9

3 アメ リカ 11,784 互3.9 ア メ リカ 14,758 25.2 日本 16,733 一11 .4

4 ベ トナム 7,310 25.1 ベ トナム 9,702 32.7 ベ トナ ム 10,396 6.7

5 イン ドネシア 5,652 22.4 タイ 7,306 32.3 ロ シア 8,939 18.8

6 イ ン ド 5,634 7LO ロ シア 7,261 44.2 タイ 8,476 13.8

7 タイ 5,522 53.6 イ ン ド 7,190 27.6 イ ン ド 8,145 11.7

8 ロシア 5,035 42.4 イ ン ドネシア 6,590 16.6 イ ン ドネシア 7,084 7.0

9 フランス 3,857 24.2 フランス 4,698 21.8 カザ フスタン 5,666 n/a

]0 パ キスタ ン 3,308 20.9 パ キス タン 4,450 34.5 パ キスタン 5,199 14.4

2009

1 韓国 64,232 一4 .0

2 アメ リカ 18,650 一6 .8

3 日本 15,409 一8 .6

4 ペ トナム 12,247 15.1

5 タイ 11,379 25.5

6 ロシア 10,596 15.6

7 イ ン ド .,. 3.8

8 イ ン ドネシア 7,926 10.6

9 カザ フスタン 6,497 12.8

io パキス タン 5,738 9.4

出所:1992-2008年 は 『中国教 育年鑑』 各年度版 、2009年 につ いては中 国教育部 ホー ムペ ージの統 計

を参照 し、筆者作成。

語
言
大
学
、
復
旦
大
学
、
南
開
大
学
、
北
京
大
学
、
北

京
師
範
大
学
、
中
国
人
民
大
学
、
北
京
外
国
語
大
学
な

ど
、
二
十
数
校
が
相
次

い
で
、

「漢
語
本
科
」
を
開
設

し

て
い
る
。

「漢
語
本
科
」

と

は
、
本
科

(
大
学
学

部
)
レ
ベ
ル
の
中
国
語
専
攻

で
、
外
国
人
留
学
生

の
み

で
構
成

さ
れ
る
学
部
正
規
教
育

課
程
で
あ
る
。

「漢
語

本
科
」
で
学
ぶ
留
学
生
は
、
基

本
的
に
四
年
間
、
留
学

生

の
み
の
ク
ラ
ス
で
教
育
を
受
け
、
所
定

の
課
程
を
修

了
し
た
者
に
は
学
士
学
位
が
授

与
さ
れ
る
。
留
学
生

の

み
を
対
象
と
し
た
学
士
課
程
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
諸
外
国

で
は
あ
ま
り
例
を
み
な

い
教
育
形
態

で
あ
り
、
中
国

の

留
学
生
教
育
制
度
に
お
け
る
特
質
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

バほ
　

点

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
語
教
育
の
拡
充
や
、

「漢
語
本
科
」

の
開
設
が
、
留
学

生
の
新
た
な
受
け
皿

と
な
り
、
私
費
留
学
生
受
け
入

れ
拡
大
に
繋
が

っ
た
。

中
国
側

の
誘
因
だ
け
で
な
く
、
中
国
経
済

の
急
成
長

に
伴
う
中
国
の
国
際
的
な
プ

レ
ゼ
ン
ス
の
高
ま
り
に
よ

り
、
留
学
生
を
送
り
出
す
側

の
諸
外
国
に
お
い
て
も
、

中
国
留
学
ブ
ー
ム
が
巻
き
起

こ
り
、
中
国
留
学
に
対
す

る
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
た
こ
と
も
、
中
国
留
学
者
数

の
増
加
を
も
た
ら
し
た
要
因
で
あ
る
。

表
3
は
、

一
九
九
七
年
か
ら

二
〇
〇
九
年

に
か
け
て

の
留
学
生
出
身
国
上
位

一
〇
か
国
の
推
移
を
表
し
て
い

中国の留学生教育政策g3



る
。

一
九

九
八
年
に
は
、
韓
国
か
ら
の
留
学
生
数
が
、
前
年
比

マ
イ

ナ
ス
ニ

四
・八
%
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
ア
ジ
ア
通

貨
危
機
に
よ
る
韓
国
通
貨
ウ
ォ
ン
の
下
落

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一

九
九
九
年

以
降
、
韓
国
人
留
学
生
の
増
加
は
目
覚
ま
し
く
、
二
〇
〇

〇
年

に
韓

国
が
日
本
を
抜
き
、
ト

ッ
プ

に
立

っ
て
い
る
。
改
革
開
放

政
策
以
降

、
日
本
が
留
学
生
出
身
国

の
ト

ッ
プ
を
占
め
て
い
た
が
、

二
〇
〇
〇
年
以
後
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
、

一
貫
し
て
韓
国
が
留
学
生

出
身
国
の

一
位
を
占
め
て
い
る
。

一
九
九

八
年
、
前
年
比
九

二
%
と
留
学
生
数
が
急
増
し
て
い
る
の

は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

国
内
情
勢

に
よ
り
、
中
国
系
住
民
に
対
す
る
排
斥
が
激
化
し
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

一
九
九
八
年
当
時
、
筆
者
は
、
北
京
語
言
大
学
に

留
学
し
て

い
た
が
、
中
国
系
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
留
学
生
の
増
加
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
諸
外
国
に
お
い
て
、
中
国

と
の
経
済
交
流

の
進
展

や
貿
易
の
拡
大
に
よ
り
、
中
国
語
能
力
を
備

え
、
中
国

の
文
化
や
社
会
を
理
解
す
る

「中
国
通
」
の
人
材
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
韓
国
や
日
本
、
ア
メ
リ
カ
を
始
め
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
な
ど
の
華
人
が
多
く
い
る
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
な
ど

か
ら
の
留
学
生
が
増
加
し
て
い
く
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

口

留
学
生
教
育
制
度
の
整
備

・
拡
充

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
留
学
生
受
け
入
れ
規
模

の
拡
大
だ
け
で
な

く
、
高
等
教
育
改
革
の

一
環
と
し
て
、
留
学
生
教
育
制
度
の
整
備

・

拡
充
も
図
ら
れ
て
い
る
。

一
九
九
三
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た
教
育
改
革
の
綱
領
的
文
書

で
あ

る

「中
国
教
育
改
革

・
発
展
要
綱
」
で
は
、
高
等
教
育

の
国
際
化
に

関
す
る
中
国
政
府

の
政
策
方
針
が
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、
中

国
の
特
色

あ
る
社
会
主
義
高
等
教
育

シ
ス
テ

ム
を
創
造
す
る
た
め

に
、
中
国

の
教
育
の
対
外
開
放
と
国
際
交
流
を
強
化
、
ま
た
、
中
国
の

高
等
教
育
機
関
と
海
外

の
教
育
機
関
と
の
交
流
や
連
携
を
重
視
し
、

共
同
で
人
材
の
育
成
や
科
学
研
究
を
推
進
し
、
中
国
語

の
対
外
教
育

を
よ
り

一
層
推
し
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
五
年
に
は
、
建
国
以
来

の
悲
願
で
あ
っ
た

「中
華
人
民
共

和
国
教
育
法
」
が
、
実
に

一
〇
年
に
わ
た
る
準
備
期
間
を
経

て
成
立

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
九
九
六
年
に
は
、
中
国
教
育
部

の
下
位
組

織

で
、
法
人
格
を
持

つ
非
営
利
機
構
、
国
家
留
学
基
金
管
理
委
員
会

が
正
式
に
発
足
し
た
。
国
家
留
学
基
金
管
理

委
員
会

は
、
中
国
政

府

・
教
育
部

の
方
針
の
も
と
、
中
国
人
学
生

の
公
費
派
遣
留
学
や
外

国
人
留
学
生
を
対
象
と
し
た
、
中
国
政
府
奨
学
金

の
運
営
や
管
理
を

行
う
。
国
家
留
学
基
金
管
理
委
員
会
の
設
立

に
よ
り
、
留
学
に
関
わ

る
各
種
施
策
も
、

マ
ク
ロ
な
次
元
で
の
政
策

は
、
中
国
政
府

・
教
育

部
が
決
定
し
つ
つ
も
、
実
務
的
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
国
家
留
学
基

金
管
理
委
員
会
な
ど
の
バ

ッ
フ
ァ
機
関

が
行

い
、
留
学
生

の
教
育

は
、
受
け
入
れ
主
体
と
な
る
大
学
が
行
う
と

い
う
シ
ス
テ
ム
が
定
着

す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た

一
九
九
八
年

に
は
、
「中
華
人
民
共
和
国
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高
等
教
育
法
」
が
成
立
し
、
こ
こ
に
中
国
の
教
育

の
根
幹
を
成
す
、

法
体
系
が
確
立
し
た
。

「高
等
教
育
法
」
に
お
い
て
、
大
学
が

「法

人
格
」
を
持

つ
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
高
等
教
育
に
お

け
る
政
府

の
役
割
が
、
直
接
管
理
か
ら
間
接
管
理

へ
、
ミ
ク
ロ
管
理

　
お
　

か
ら
マ
ク

ロ
管
理

へ
と
変
容
を
遂
げ

て
い
く
。

留
学
生
教
育
制
度

に
お
い
て
は
、

一
九
八
五
年
に
、
大
学
院

レ
ベ

ル
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
が
正
式
に
開
始
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
大

学
院
留
学
生
及
び
本
科
生

(大
学
学
部
生
)
の
募
集
、
育
成
、
学
歴

証
書
や
学
位

の
取

り
扱

い
に
関

す

る
法
規
が
順
次
制
定

さ
れ

て

ムレ
　

い
る
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年

一
月
に
は
、
教
育
部
令
第
九
号

「高
等
教

育
機
関
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
受
け
入
れ
管
理
規
定
」
(以
下
、

ム
　
　

管
理
規
定
)
が
、
教
育
部
、
外
交
部
、
公
安
部
に
よ
り
制
定

さ
れ

た
。
こ
の
管
理
規
定
は
、
「中
華
人
民
共
和
国
教
育
法
」

「中
華
人
民

共
和
国
高

等
教
育
法
」

「中
華
人
民
共
和
国
外
国
人
出
入
国
管
理

法
」
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
て
お
り
、
二
〇

一
〇
年
現
在
に
お
い
て

も
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
管
理
に
関
す
る
基
幹
法
規
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

「管
理
規
定
」
は
、
九
章
五
〇
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
管
理

体
制
、
外
国
人
留
学
生
の
類
別
、
募
集

・
採
用
、
奨
学
金
制
度
、
教

学
管
理
、
校
内
管
理
、
社
会
管
理
、
出
入
国
管
理
と
居
留
手
続
き
な

ど
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
及
び
教
育
管
理
に
関
す
る
項
目
を
網
羅
し

て
い
る
。

「管
理
規
定
」
に
お
い
て
、
中
国
の
高
等
教

育
機
関
で
受
け
入
れ

ら
れ
る
外
国
人
留
学
生
は
、
表
4
に
表
し
た
通
り
、
学
位
取
得
を
目

指
す
学
歴
教
育

(正
規
教
育
)
と
非
学
歴
教
育

(非
正
規
教
育
)
と

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
非
学
歴
教
育
に
お
け

る

「普
通
進
修
生
」
に

は
、
中
国
語
研
修
ク
ラ
ス
で
中
国
語
を
学
習
す
る
語
学
研
修
生
が
含

ま
れ
て
お
り
、

「漢
語
進
修
生
」
(中
国
語
研

修
生
)
、
「語
言
生
」

(言
語
生
)

の
呼
称

で
区
分
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。

な
お
、
二
〇
〇
〇
年

一
月
の

「管
理
規
定

」
の
制
定
を
受
け
て
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
、
教
育
部
弁
公
庁
は
、
各
省
、自
治
区
、
直
轄
市
教

育
委
員
会
、
教
育
庁
、

及
び
高
等
教
育
機
関
に

向
け

て

「《
高
等
教
育

機
関
に
お
け
る
外
国
人

留
学
生
受
け
入
れ
管
理

規
定
》
の
執
行
に
関
す

ムハ
　

る
通
知
」
を
発
布
し
て

い
る
。

同
通
知
に
お
い
て
、

「留
学
生
業
務
は
、
重

要
で
現
実
的
な
意
義

の

あ
る
業
務

で
あ
る
と
同

時
に
深
遠
な
戦
略
的
意

義

の
あ

る
業
務

で
あ

表4中 国における留学身分

留学身分 日本 における相 当身分

学歴教育

本科生

碩士研究生

博士研究生

専科生

大学学部生

大学院修士課程生

大学院博士課程生

短期大学生

非学歴教育

普通進修生

高級進修生

短期生

研究学者

学部研究生(聴 講生)

大学院研究生(聴 講生)

短期留学生

研究者

出所:筆 者作成。
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り
、
外
国
人
留
学
生
の
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
関
係
国

の
た
め
に
有
用
な
専
門
人
材
を
育
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
各
国

の
人
民
の
我
が
国
に
対
す
る
理
解
と
友
好
を
深
め
る
と
同
時
に
、
我

が
国
の
国
際
交
流

の
水
準
を
高
め
、
我
が
国
の
教
育

の
国
際
的
な
影

響
力
を
強

め
、
我
が
国
の
教
育
事
業
の
改
革
と
発
展
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
指

す
」
と
、
留
学
生
教
育

の
意
義
を
説

い
て
い
る
。

ま
た
、

「国
家
は
高
等
教
育
機
関
が
、
外
国
人
留
学
生
教
育
を
積

極
的

に
展
開
す
る
た
め
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
支
持
す
る
」
と
し

た
上
で
、

「管
理
規
定
」
を
遵
守
し
、
法
に
依
拠
し
た
管
理
を
行
う

こ
と
を
求

め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
教
育

行
政
部
門

に
対
し
、

「管
理
規
定
」
に
お
け
る
要
求

の
通
り
、
当
該

地
区
に
お

い
て
、
高
等
教
育
機
関

の
外
国
人
留
学
生
受
け
入
れ
資
格

の
審
査
方
法
を
制
定
し
、
各
地
区
の
教
育
行
政
部
門
、
外
事
部
門
及

び
公
安
部

門
が
合
同
で
、
高
等
教
育
機
関
の
外
国
人
留
学
生
受
け
入

れ
資
格

の
審
査
に
あ
た

る
と
と
も
に
、
日
常
的
な
調
整
、
管
理
業
務

を
行
う
こ
と
と
定

め
て
い
る
。
審
査

の
結
果
、

「管
理
規
定
」

の
要

求
水
準
に
符
合
し
な
い
高
等
教
育
機
関
、
或
い
は
、
深
刻
な
違
反
行

為
が
み
ら
れ
る
高
等
教
育
機
関
に
は
、
期
限
を
定
め
て
改
善
要
求
を

行
い
、
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
留
学
生
受
け
入
れ
資
格
を
剥
奪
す

る
と
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
教
育
部

は
、
各
大
学
が
諸
外
国
の

大
学
と
の
教
育
交
流
を
推
進
し
、
留
学
生
教
育
を
拡
大
す
る
こ
と
を

奨
励
す
る
と
同
時
に
、
留
学
生
教
育

の
主
体

で
あ
る
大
学
の
評
価
体

制
を
構
築
す
る
べ
く
、
施
策
を
講
じ
て
い
る
。

「二
〇
〇
三
-
二
〇
〇
七

教
育
振
興
行
動

計
画
」
期
に
お
け
る
留
学
生
教
育
政
策

一
九
九
〇
年
代
、
中
国

の
留
学
生
数
は
順
調
に
増
加
し
た
が
、

一

九
九
七
年
七
月
に
タ
イ
の
バ
ー
ツ
急
落
に
端
を
発
し
た
ア
ジ
ア
通
貨

危
機
に
よ
り
、
留
学
を
中
断
し
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
留
学
生
が

出
る
な
ど
の
影
響
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
よ

る
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
長
期
間
続
か
ず
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、

留
学
生
数
は
順
調
に
増
加
し
て
い
く

(表
1
、
表
2
参
照
)。

二
〇
〇

一
年

一
二
月
、
中
国
は
念
願
の
W
T
O
加
盟
を
果
た
し
、

こ
れ
を
機
に
、
よ
り

一
層
、
教
育

の
対
外
開

放
を
推
進
し
、
国
際
教

育
交
流
を
振
興
す
る
政
策
が
採
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、
二

〇
〇
三
年

二
月

に
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ

ル
教
育
に
関
す
る
条

例
、
「中
外
合
作
弁
学
条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

「中
外
合
作
弁

学
条
例
」
に
お
い
て
、
「中
外
合
作
弁
学
」
と

は
、
「国
家
の
教
育
主

権
を
保
持
し
な
が
ら
、
中
国

の
大
学
が
外
国

の
教
育
機
関
と
協
力

し
、
中
国
国
内
で
教
育
を
実
施
す
る
教
育
形
態
で
あ
る
」
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。
中
国

で
は
、
W
T
O
加
盟
後
、

こ
れ
ら
の
法
令
を
制
定

し
、
W
T
O
の
協
定
に
則

っ
た
新
た
な
教
育

形
態

へ
の
対
応
を
着
々

と
進
め
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年

に
は
、
新
型
肺
炎
S
A
R
S
流

行
に
よ
る
影
響
で
、

私
費
留
学
生
数

が
、
前
年
比

マ
イ
ナ
ス

一
〇

%
と

一
時
激
減
す
る
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が
、
二
〇
〇
四
年
に
は
前
年
比

四
五

・五

%
と
驚
異
的

に
増
加
し
て

お
り
、
(
表
1
、
表
2
参
照
)。
中
国
留
学

の
人
気
の
高
さ
を
裏
付
け

て
い
る
。

S
A
R

S
の
影
響
が
払
拭

さ
れ
た
二
〇
〇
四
年
三
月
、
今
後
五

ム
ね
　

年
間

の
国
家

の
教
育
方
針
を
定

め
た
綱
領
的
文
書
、
「
二
〇
〇
三
-

二
〇
〇
七

教
育
振
興
行
動
計

画
」

(以
下
、
「教
育
振
興
行
動
計

画
」)
が
公
表
さ
れ
た
。

こ
の

「教
育
振
興
行
動
計
画
」
で
は
、
第

一
一
条

「教
育

の
対
外
開
放
を
よ
り

一
層
拡
大
す
る
」
に
お
い
て
、

ω
諸
外
国
と
の
国
際
教
育
交
流

を
強
化
す
る
。
諸
外
国
と
の
学
歴
学

位

の
相
互

認
証
、
中
外
合
作
弁
学
を
推
進
し
、
海
外

の
優
れ
た
教
育

資
源
を
取
り
入
れ
る
、
②
留
学
制
度
を
改
革

し
、
派
遣

・
受
け
入
れ

の
両
面

に
お
い
て

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
学
生

・
研
究
者
交
流
を
拡
大
す

る
、
㈹
対
外
中
国
語
教
育
を
大

い
に
推
進
し
、
国
際
教
育
市
場
を
積

ム
れ
　

極
的
に
開
拓
す
る
、
と

い
う
三

つ
の
重
点
施
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
外
国
人
留
学
生
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
第

=

条
、
三

八
項
に
お

い
て
、
「中
国
教
育
ブ
ラ

ン
ド
化
戦
略
を
実
施
す
る
」
と

の
戦
略
が
明
記
さ
れ
、

「"拡
大
規
模

・
提
高
層
次

・
保
証
質
量

・
規

範
管
理
"

(留
学
生
教
育
の
規
模
を
拡
大
し
、
よ
り
高

い
レ
ベ
ル
の

教
育
ー

学
歴
教
育
-

を
受
け
る
留
学
生
を
増
加
さ
せ
、
教
育
の

質
を
保
証

し
、
管
理
を
規
範
化
す
る
)
と
い
う
原
則
に
基
づ
き
、
積

極
的
に
留
学
生
受
け
入
れ
の
条
件
を
作
り
出
し
、
留
学
生
受
け
入
れ

の
規
模
を
拡
大
す
る
。
更
な
る
中
国
政
府
奨
学
金
管
理
制
度
改
革
を

行

い
、
留
学
生
の
教
学
及
び
生
活
管
理
制
度

の
改
善
を
行
う
」
と
い

う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

「教
育
振
興
行
動
計
画
」
を
受
け
て
、
教
育
部
は
、
二
〇
〇

七
年
ま
で
に
、

一
二
万
人
の
留
学
生
を
受
け

入
れ
る
と

い
う
数
値
目

標
を
掲
嘩

目
標
実
現
の
た
め
の
計
画

「全
国
来
華
留
学
業
務
五

年
計
画
」
を
制
定
し
て
い
る
。
計
画

の
具
体
的

な
内
容
は
、
中
国
政

府
奨
学
金
制
度

の
拡
充
及
び
地
方
政
府
、
大
学

の
奨
学
金
創
設
の
奨

励
、
留
学
生
向
け
の
特
色
の
あ
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
設
、
留
学

生
を
対
象
と
し
た
医
療
保
険
制
度

の
確
立
、
留

学
生
教
育

の
評
価
制

度
の
整
備
、
留
学
生
業
務
担
当
職
員
の
た
め

の
研
修
制
度
拡
充
な
ど

で
あ
る
。

中
央
政
府

の
奨
学
金
制
度
の
拡
充
政
策
を
受

け
て
、
北
京
市
、
上

海
市
が
、
相
次
い
で
外
国
人
留
学
生
を
対
象

と
し
た
地
方
政
府
奨
学

バ
お
　

金
制
度
を
創
設
し
て
い
る
。
ま
た
、
雲
南
省

政
府
は
、
二
〇
〇
四
年

九
月
よ
り
、
雲
南
省
政
府
奨
学
金

の
支
給
を
開
始
し
た
。
雲
南
省
と

地
理
的
に
近
く
、
経
済
的
な
結
び

つ
き

の
強

い
、

ベ
ト
ナ
ム
、
タ

イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
か
ら
の
留
学
生
を

支
給
対
象
と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら

の
国
か
ら
毎
年
六
〇
人
の
留
学

ムれ
　

生
を
受
け
入
れ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
京
大
学
、
北
京
師
範
大

学
な
ど

で
は
、
成
績
優
秀
者

に
奨
学
金
を
提
供
す
る
大
学
独
自
の
奨

学
金
制
度
を
設
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
、
中
国
側

の
奨
学
金
制
度

の
拡
充

だ
け
で
な
く
、
中
国
政

府

は
、
各
国
政
府
と
の
連
携
を
深
め
、
外
国
政
府
奨
学
金
留
学
生

の

受
け
入
れ
も
拡
大
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
四
年
に
は
、

シ
ン
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ガ
ポ
ー
ル
政
府
奨
学
金
留
学
生
、
及
び
タ
イ
政
府
奨
学
金
留
学
生
各

一
〇
〇
名
を
学
士
課
程

・
修
士
課
程
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ベ
ト
ナ
ム
政
府
奨
学
金
留
学
生
、
パ
キ
ス
タ

ン
政
府
奨
学
金
留
学
生

を
、
博
士
課
程
、
修
士
課
程
、
学
士
課
程
で
受
け
入
れ
て
お
り
、
二

〇
〇
四
年
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
パ
キ
ス
タ

ン
政
府
奨
学
金
留
学
生
は

一
〇
九
人
に
上
る
。
中
国
政
府
奨
学
金
留
学
生
を
中
国
科
学
院

の
研

究
生
院
博

士
課
程

(大
学
院
博
士
課
程
)
で
受
け
入
れ
る
な
ど
、
高

い
レ
ベ
ル
の
教
育
を
受
け
る
留
学
生
数
を
増
加
さ
せ
る
と
の
教
育
部

ム
ゐ
　

の
方
針
に
従

っ
た
施
策

が
採
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
教
育
部
は
、
海
外

に
お
け
る
中
国
留
学

の
広
報

・
宣
伝

活
動
及
び

留
学
生

の
リ
ク
ル
ー
ト
に
も
本
格
的
に
乗

り
出
し
て
い

る
。
二
〇
〇
四
年
に
は
、
中
国
教
育
部
、
国
家
留
学
基
金
管
理
委
員

会
、
教
育
部
留
学
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
中
国
教
育
国
際
交
流
協
会

な
ど
が
、
各
大
学
と
と
も
に
、
韓
国
、
日
本
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ

イ
、
ヵ
ザ

フ
ス
タ
ン
、

キ

ル
ギ

ス
、

ア
メ
リ
カ
、

ベ
ト
ナ

ム
、
ネ

パ
ー
ル
、

パ
キ
ス
タ

ン
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

エ
ジ
プ
ト
、
南
ア
フ

リ
カ
、
カ

ナ
ダ
な
ど
の
国
に
お
い
て
、
中
国
教
育
展
を
開
催
し
て
い

る
。
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
、

キ
ル
ギ
ス
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
資
源
国
と
し

て
、
中
国

の
外
交
上
、
極
め
て
重
要
な
国
で
あ
り
、
中
国
政
府
の
戦

略
的
意
図
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
四
年

に
は
、
中
国
の
受
け
入
れ
留
学
生
数

は
、
前
年
比
四
二
・六

%
増

の

一
一
万
八
四
四
人
に
上
り
、
受
け
入

れ
留
学
生
数

一
〇
万
人

の
大
台
を
超
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
二
〇

〇
五
年
に
は
、
二
〇
〇
七
年
ま
で
に

一
二
万

人
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
る
と

い
う
数
値
目
標
を
早
く
も
達
成
し
、

前
年
比

二
七
・
三
%
増

の

一
四
万

一
〇
八
七
人
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
中
国
は
、
二
〇
〇
六
年

に
、
前
年
比

一
五
・三
%
増
の

一
六
万
二
六
九
五
人
、
二
〇
〇
七
年

に
は
、
前
年
比

二
〇
・
二
%
増

の

一
九
万
五
五
〇
三
人
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
ま
た
、
中

国
政
府
奨
学
金
の
支
給
を
拡
大
す
る
と
い
う
中
国
政
府
の
政
策
方
針

を
受
け
、
二
〇
〇
六
年
に
は
、
前
年
比

一
七

・五
%
増
の
八
四
八
四

人
、
二
〇
〇
七
年
に
は
、
前
年
比

一
九
・六

%
増

の

一
万

一
五

一
人

の
中
国
政
府
奨
学
金
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

い
る
。

一
九
九
〇
年
代
、
留
学
生
教
育

の
主
体
が
、
国
家
か
ら
大
学

へ
と

完
全
に
移
行
し
た
こ
と
に
伴

い
、
留
学
生
教
育
政
策
は
、
国
家

の
外

交
政
策
、
政
治
戦
略
の
手
段
と

い
う
色
合

い
を
薄
め
、
各
大
学
が
主

体
的
に
私
費
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
拡
大
し
、
国
や
社
会
が

一
体
と

な
り
、

「留
学
生
産
業
」
の
振
興
を
図

る
と

い
う
様
相
を
見
せ
て
い

た
。
し
か
し
、
二
〇
〇

四
年
に
策
定
さ
れ
た

「教
育
振
興
行
動
計

画

」
に
お
い
て
、
「中
国
教
育
ブ
ラ

ン
ド
化

戦
略
」
が
打
ち
出

さ

れ
、
従
来
通
り
、
各
大
学

の
自
主
的
な
国
際
交
流
活
動
や
留
学
生
受

け
入
れ
拡
大
の
た
め
の
取
り
組

み
を
支
持
し

つ
つ
も
、
中
国
政
府
奨

学
金
制
度
の
拡
充
を
図
り
、
中
国
に
と
っ
て
国
益
上
、
重
要
な
国
々

か
ら
留
学
生
を
学
歴
教
育

(正
規
課
程
)
で
受
け
入
れ
る
施
策
を
講

じ
る
な
ど
、
中
国
政
府
が
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
採
り
、
国
家

の
戦
略

と
し
て
留
学
生
教
育
政
策
を
推
進
す
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
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改
革
開
放
三
十
周
年
を
迎
え
た
中
国
の

留
学
生
教
育
の
現
況

以
上
み

て
き
た
よ
う
に
、
中

国
政
府

は

「
二
〇
〇

三
-
二
〇
〇

七

教
育
振
興
行
動
計
画
」
に
お
い
て
、
「中
国
教
育
ブ
ラ
ン
ド
化
戦

略
」
を
掲
げ
、
奨
学
金
制
度
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
留
学
生
教
育

の
質
保
証

に
向
け
た
取
り
組
み
を
講
じ
て
き
た
。
ま
た
、
諸
外
国
の

政
府
と
の
関
係
を
強
化
し
、
外
国
政
府
奨
学
金
を
積
極
的
に
学
歴
教

育

(正
規
課
程
)
で
受
け
入
れ
る
な
ど
、
戦
略
的
な
施
策
を
実
施
し

て
い
る
。

留
学
生

出
身

国
上
位

一
〇
か
国

の
推
移
を
表
し
た
表

3
を
み
る

と
、
二
〇
〇
六
年
以
降
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
第

一
〇
位

に
ラ
ン
ク
し
て

お
り
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
〇
九
年
に
は
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
が
そ
れ

ぞ
れ
第
九
位

に
ラ
ン
ク
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
。
パ
キ

ス
タ
ン
は
、

軍
事
上
、

ま
た
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
は
、
石
油
や
天
然
資
源
の
確
保
と
い

う
観
点
か
ら
、
中
国

の
国
家
戦
略
上
、
極
め
て
重
要
な
国
々
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
国
々
か
ら
、
留
学
生
を
大
量
に
受
け
入
れ
、
今
後
の

関
係
強
化

を
図
ろ
う
と
す
る
中
国
政
府

の
明
確
な
戦
略
が
現
れ
て
い

る
。ま

た
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
留
学
生
数

の
増
加
も
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
る

(表
3
参
照
)
。
特
に
、
S
A
R
S
の
流
行
が
終
息
し
た
二

〇
〇
四
年

に
は
、
前
年
比

一
二
九
・六
%
と

い
う
驚
異
的
な
増
加
率

を
見
せ
て
お
り
、
そ
の
後
も
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か

け
て
の
留
学
生
数
も
、
平
均
二
〇
%
を
超
え
る
増
加
率
と
な

っ
て
い

る
。
二
〇
〇
八
年
に
は
、

ア
メ
リ
カ
人
留
学
生
数
が
、
韓
国
人
留
学

数
に
次

い
で
多
く
な

っ
て
お
り
、

つ
い
に
日
本

人
留
学
生
数
を
抜

い

て
、
第
二
位
に
ラ
ン
ク
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九

年
に
は
、
金
融
危
機

の
影
響
で
、
留
学
生
数
が
減
少
し
て
は
い
る
も

の
の
、
中
国
は
、
ア

ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
人
学
生

の
最
も
人
気

の
あ
る
留
学
先
と

な

っ
て
お
り
、
今
後
も
、
こ
の
傾
向
は
維
持
さ
れ
る
も
の
と
予
想
さ

ムね
　

れ
る
。

改
革
開
放
三
十
周
年
を
迎
え
た
二
〇
〇
八
年
に
は
、

「教
育
振
興

行
動
計
画
」

の
策
定
を
受
け
実
施
さ
れ
て
き
た

「全
国
来
華
留
学
業

務
五
年
計
画
」

の
成
果
を
表
す
か
の
よ
う
に
、
留
学
生
数
が
二
〇
万

人

の
大
台
を
遥
か
に
超
え
、
二
二
万
三
四
九
九
人
に
上
っ
て
い
る
。

特
に
、
中
国
政
府
奨
学
金
留
学
生
は
、
前
年

比
三
三
・
一
%
と
、
高

い
増
加
率
を
見
せ
て
い
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
六
月
に
は
、
教
育
部
と
財
務
部
が
合
同
で
、

「外
国
人
留
学
生

の
奨
学
金
生
活
費
の
標
準
を
調
整
す
る
こ
と
に
関

ム
リ

　

す
る
通
知
」
を
公
布
し
、
奨
学
金
生
活
費

の
支
給
額
を
そ
れ
ぞ
れ
六

〇
〇
人
民
元
、

二
〇
〇
八
年

一
月
に
遡

っ
て
引
き
上
げ

る
と
し
て
い

る
。
同
通
知
に
お
い
て
、
教
育
部
は
、
「
こ
こ
数
年
、
我
が
国

の
経

済
は
、
安
定
し
て
急
速
に
発
展
し
て
お
り
、
改
革
開
放
は
大
き
な
進

展
を
遂
げ
て
い
る
。
我
が
国
の
国
際
的
地
位
及
び
影
響
力
の
著
し
い

向
上
に
伴

い
、
外
国
人
留
学
生
を
引
き
付
け

る
力
も
益

々
大
き
く

中国の留学生教育政策g9



な

っ
て
い
る
。
中
国
に
来
る
留
学
生
数
は
、
絶
え
間
な
く
増
加
し
て

お
り
、
中
外
友
好
の
重
要
な
懸
け
橋
と
な
る
中
国
を
理
解
し
中
国

の

文
化
を
熱
愛
す
る
大
量
の
若

い
人
材
を
育
成
し
て
き
た
」
と
、
こ
れ

ま
で
の
留
学
生
教
育

の
成
果
を
回
顧
し
て
い
る
。
ま
た
、
「経
済

の

持
続
的
な
発
展
に
伴
い
、
我
が
国
で
学
ぶ
留
学
生

の
う
ち
、
中
国
政

府
奨
学
金

留
学
生
の
規
模
は
継
続
的
に
増
加
し
て
い
る
。
我
が
国
政

府

の
留
学

生
に
対
す
る
関
心
を
体
現
す
る
た
め
、
留
学
生
の
生
活
上

の
需
要
や
近
年
の
物
価
の
急
騰
な
ど
の
要
因
を
考
慮
し
、
研
究
を
経

て
、
国
家

財
政
の
許
す
条
件
下
に
お
い
て
、
中
国
政
府
奨
学
金
生
活

費

の
標
準

を
見
直
す
こ
と
と
し
た
」
と
今
回
の
奨
学
金
生
活
費
支
給

額
増
加

の
背
景
を
説
明
し
て
い
る
。

中
国
政
府
奨
学
金
留
学
生
は
、
入
学
登
録
費
、
学
費
、
実
験
費
、

実
習
費
が
免
除
さ
れ
る
ほ
か
、
大
学
か
ら
無
料
で
宿
舎
が
提
供
さ

れ
、
中
国
政
府
奨
学
金
留
学
生
総
合
医
療
保
険

の
保
証
が
受
け
ら
れ

る
。

こ
れ
以
外
に
、
奨
学
金
生
活
費
が
支
給
さ
れ
る
。
二
〇
〇
八
年

六
月

の
改
訂
に
よ
り
、
本
科
生

(学
部
生
)
及
び
漢
語
進
修
生

(語

学
研
修
生

)
に
は
、
月
額

一
四
〇
〇
元
、
碩
士
研
究
生

(大
学
院
修

士
課
程
生

)
及
び
普
通
進
修
生

(学
部
研
究
生
)
に
は
、
月
額

一
七

〇
〇
元
、
博
士
研
究
生

(大
学
院
博
士
課
程
生
)
及
び
高
級
進
修
生

(大
学
院

研
究
生
)
に
は
、
月
額
二
〇
〇
〇
元
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
九
年
三
月
、
教
育
部
は
、

二
〇
〇
八
年
、
中
国
政
府
が
留

ム
ふ
　

学
生
教
育

に
五
億
元
を
投
資
し
た
と
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
、
中
国
政
府

は
、

「全
国
来

華
留
学
業
務
五
年
計

画
」
に
従
い
、
留
学
生
教
育
の
更
な
る
発
展

に
向
け
、
奨
学
金
制
度

を
拡
充
す
る
な
ど
、
各
種
の
施
策
を
講
じ
て
い
る
。
中
国
政
府
は
、

留
学
生
教
育

の
政
策
方
針
と
し
て
、
"拡
大
規

模

・
提
高
層
次

・
保

証
質
量

・
規
範
管
理
"
を
掲
げ
て
い
る
が
、

そ
の
政
策
方
針
の

一
つ

で
あ
る
、
"提
高
層
次
"
が
実
現
さ
れ
つ
つ
あ

る
。

表
5
は
、

二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
四
年
、

二
〇
〇
八
年

に
お
け

る
、
留
学
生

の
在
学
段
階
別
内
訳
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇

〇
〇
年
、
学
歴
教
育
を
受
け
る
留
学
生

の
割
合
は
二
六
・
三
%
で

あ

っ
た

の
が
、
二
〇
〇
四
年
に
は
三

一
・八
%
、

二
〇
〇
八
年
に
は

三
五
・八
%
と
着
実
に
上
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
留
学
生
の
専
攻
分
野
に

つ
い
て
み

て
み
る
と
、
中
国
語
専

攻
以
外
の
専
攻
分
野
で
も
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。

表
6
は
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
四
年
、

二
〇
〇
八
年
に
お
け
る

留
学
生
の
専
攻
分
野
別
内
訳
を
表
し
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
の
専
攻

分
野
別
内
訳
を
み
る
と
、
中
国
語
専
攻
が
七

一
・四
%
と
圧
倒
的
な

割
合
を
占
め
て
い
る
が
、
二
〇
〇
八
年
に
は
、
中
国
語
専
攻
を
含
む

文
科

の
専
攻
者
は
六
四
・
一
%
と
な

っ
て
い
る
。

専
攻
者

の
増
加
が
目
覚
ま
し
い
の
は
、
西

洋
医
学

の
分
野

で
あ

る
。
昨
今
、
中
国
で
は
、
留
学
生
向
け
に
英
語

で
教
育
を
行
う
医
学

部
が
増
加
し
て
お
り
、
西
洋
医
学
専
攻
者
の
増
加

に
繋
が
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
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表5在 学段 階別留 学生 数 の推移(2001年 ・2004年 ・2008年)

2000 2004 11:

留学身分 人数 % 人数 % 人数 %

学歴教育

専科生

本科生

碩士研究生

博士研究生

228

10,224

2,192

1,059

0.4

19.6

4.2

2.0

593

37,147

4,807

2,304

0.4

26.3

3.4

1.6

65,724

10,373

3,908

29.4

4.6

1.7

計 13,703 26.3 44,851 3T.8 80,005 35.8

非学歴教育

普通進修生

高等進修生

短期生

21,342

626

16,479

40.9

1.2

31.6

57,913

948

37,375

41.0

0.7

26.5

83,779

1,218

58,497

37.5

0.5

26.2

計 38,447 73.7 96,236 68.2 143,494 64.2

留学生数合計 52,150 141,087 223,499

出所 『中国教育年鑑』各年度版 を参照 し、筆者作成。

表6専 攻分 野 の推移(2000年 ・2004年 ・2008年)

2001 2004 11:

分野 専攻 人数 % 専攻 人数 % 専攻 人数 %

人文
社会学系

中国語

経済

管理

法学

その他

文科系

専攻

44,149

3,978

5,623

71.4

6.4

9.1

文科D

経済

管理

法学

教育

歴史

哲学

83,266

4,525

2,838

2,438

992

742

goo

75.1

4.1

2.6

2.2

0.9

0.7

0.s

文科2)

経済

管理

法学

教育

歴史

哲学

143,344

11,335

10,728

・::

3,395

968

585

64.1

5.1

4.8

2.1

1.5

0.4

0.3

理工系

工学

理学

農学

...

494

225

3.1

U.8

0.4

工学

理学

農学

3,519

555

298

3.2

0.5

0.3

工学

理学
農学

9,128

9,978

699

4.1

4.5

0.3

医学系
中医学

西洋医学

::.

1,626

6.3

2.6

中医学

西洋医学

6,283

4,688

5.7

4.2

中医学

西洋医学

9,418

19,233

4.2

8.6

合計 61,869 合計 110,844 合計 223,499

原 注:1)内 、中国 語専攻75,270人 、芸 術系専 攻1,291人 を含 む。

2)内 、中国語 専攻124,574人 、芸術 系専 攻2,835人 、そ の他 文 科系専 攻5,935人 を含 む。

出所:『 中 国教 育年鑑 』各 年度版 を参照 し、筆 者作 成。
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ま
た
、

二
〇
〇

四
年
と
二
〇
〇
八
年

の
統
計

を
比
較

し
て
み
る

と
、
経
済
、
管
理
を
専
攻
す
る
も
の
が
、
若
干
で
は
あ
る
が
、
増
加

傾
向
に
あ

る
の
が
わ
か
る
。
近
年
、
多
く
の
大
学

で
は
、
中
国
語
と

英
語
、
或

い
は
英
語

の
み
で
授
業
が
行
わ
れ
る
大
学
院

レ
ベ
ル
の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム
が
多
数
開
設
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ぼ
、
北
京
語
言
大
学
国
際
商
学
院

の
金
融
学
、
会
計
、
国
際

経
済
及
び
貿
易
な
ど
の
専
攻
で
は
、
二
言
語

(中
国
語

・
英
語
)
の

碩
士
課
程

(大
学
院
修
士
課
程
)
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
開
設
さ
れ
て
お

り
、
八
〇

%
以
上
、
英
語
の
教
材
、
或

い
は
二
言
語

(中
国
語

・
英

語
)

の
教
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

清
華
大
学
に
お

い
て
は
、
全
て
英
語
で
授
業
が
行
わ
れ
る
碩
士
課

程
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が

一
〇
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
設
さ
れ
て
お
り
、
欧
米
の

留
学
生
が
多
数
在
籍
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
生
産
工
学

(イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル

・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
)

の
碩
士
課
程

で
は
、
ド
イ
ッ
の

ア
ー

ヘ
ン
工
科
大
学
と
の
共
同
修
士
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
毎

年
同
校
か
ら

の
留
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
。
ま
た
、
環
境
管
理
学
の

碩
士
課
程

で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
名
門
大
学
で
あ
る
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド

ム
お
　

大
学

の
卒
業
生
が
応
募
し
て
き
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
英
語
を
教
授
言
語
と
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
み
る

と
、
昨
今

は
、
現
代
中
国
研
究
に
関
連
す
る
専
攻
に
お
い
て
も
、
英

語

で
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
人
民
大
学
で

は
、
英
語

に
よ
る
現
代
中
国
研
究

の
碩
士
課
程
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
開
設

さ
れ
て
い
る
。
清
華
大
学
国
際
関
係
学
院

の
中
国
事
情

に
関
す
る
英

語

で
の
碩
士
課
程
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
二
〇
人

の
定
員
に
対
し
て
、

七
〇
人
の
学
生
が
応
募
し
た
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
教
育
部

と
商
務
部
が
北
京
大
学
及
び
清
華
大
学

で
そ
れ
ぞ
れ

一
ク
ラ
ス
ず

つ
、
英
語
に
よ
る
公
共
管
理
の
研
修
班
を
開
設

し
て
お
り
、

ア
フ
リ

カ
諸
国
の
政
府
部
門
、
大
学
及
び
企
業
の
中
間
管
理
職
以
上

の
人
員

ハ
ね
　

が
、
毎
年
六
〇
人
近
く
応
募

し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
留
学
生
を
対
象
と
し
た
、
英
語
に
よ
る
プ

ロ
グ
ラ

ム
が
拡
大
さ
れ
て
い
く
中

で
、
教
育

の
質
を
保
証
す
る
仕
組
み
を
い

か
に
整
備
す
る
か
が
、
新
た
な
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
留

学
生
向
け
の
英
語
に
よ
る
臨
床
医
学

の
教
育

に
つ
い
て
は
、
人
の
生

命
に
関
わ
る
専
門
で
あ
る
た
め
、
教
育

の
質

の
問
題
が
特
に
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
る
。

教
育
部
は
、
二
〇
〇
七
年

に
、
英
語

で
の
医
学
教
育

の
質
保
証
に

関
す
る
規
定
、

「留
学
生
医
学
本
科
教
育

(英

語
に
よ
る
教
授
)
の

ム
　
　

質
と
量
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
標
準
暫
定
規
定
」
を
制
定
し
て
い

る
。
本
規
定

に
お

い
て
、
学
生

の
養
成
基
準
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
計

画
、
教
授
と
監
督
、
学
生

の
募
集
と
審
査
、
教
育
機
関

の
基
本
的
条

件
に

つ
い
て
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
英
語

に
よ
る
医
学
教
育
を
行

う
大
学
に
対
し
、
教
育
部
は
審
査

・
評
価
を
行

い
、
審
査

・
評
価
に

合
格
し
た
機
関

の
リ
ス
ト
を
公
表
し
て
い
る
。
教
育
部

の
審
査

・
評

価
に
合
格
し
た
機
関
の
み
、
当
該
年
度
、
留
学
生
を
募
集
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
中
国
政
府
は
、
中
国
政
府
奨
学
金
生
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で
あ
り
、
中
国
語
を
教
育
言
語
と
し
て
本
科
教
育

(学
部
教
育
)
を

受
け
る
留
学
生
に
予
備
教
育
を
受

け
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
通
知
、

「中
国
政
府
奨
学
金
本
科
留
学
生

に
対

し
予
備
教
育
を
行
う
こ
と
に

ム
ぷ
　

関
す
る
通
知
」
を
制
定
し
て
い
る
。
な
お
、
中
国
語
を
教
育
言
語
と

し
て
中
等
教
育
を
終
え
て
い
る
学
生
や
、
入
学
要
件
を
満
た
す
H
S

K

(
「漢
語
水
平
考
試
」
、
中
国
語
能
力
試
験
)

の
成
績
を
取
得
し
て

い
る
学
生

は
、
予
備
教
育
を
免
除

さ
れ
る
。
予
備
教
育
の
目
標
は
、

学
生

の
中

国
語
に
対
す
る
認
知

能
力
及
び
運
用
能
力
を
養
う
こ
と

で
、
関
連

の
専
門
分
野
に
関
す

る
知
識
や
異
文
化

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
な
ど
と
し
て
い
る
。

学
習
期
限
は
、

一
年
か
ら
二
年

で
あ
る
が
、
中
国
語
の
基
礎
能
力

が
あ
る
学
生
に
つ
い
て
は
、
学
習
期
間
が
調
整
さ
れ
る
。
予
備
教
育

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、
言
語
、
文
化
、
専
門
知
識
及
び
言
語
実
践
と

な

っ
て
お
り
、
予
備
教
育
の
第

一
年
目
の
学
習
時
間
は
、

=

二
〇

時
間
、
第

二
年
目
は
、
九
六
〇
時
間
を
下
回
ら
な
い
こ
と
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。
予
備
教
育
期
間
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
、
奨
学
金
審
査

及
び
修
了
証
発
行
の
主
要
な
根
拠
と
な
る
こ
と
か
ら
、
教
育
部
は
予

備
教
育
を
行
う
大
学
に
対
し
、
学
生

の
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う
要
求

し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
、
主
要
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
科
目
に
つ
い

て
、
全
国
統

一
の
試
験
を
行
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
試
験
は
、
主
要

な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
成
績
評
価
及
び
、
中
国
語
能
力
の
試
験
と
専
門

の
基
礎
知
識
に
関
す
る
試
験
で
構
成
さ
れ
る
。
予
備
教
育

の
結
果
を

以

っ
て
、
中
国
政
府
奨
学
金

の
年
度
審
査
と
し
、
予
備
教
育
修
了
証

を
以
っ
て
大
学
本
科

へ
の
転
入
を
認
め
、
再
び

入
学
試
験
を
課
す

こ

と
は
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
改
革
開
放
三
十
周
年
を
迎

え
た
中
国

の
留
学
生
教

育

の
状
況

は
、
「全
国
来
華
留
学
業
務
五
年
計
画
」
で
行
わ
れ
た
奨

学
金
制
度
改
革
や
留
学
生
教
育

の
質
保
証
に
関

す
る
取
り
組
み
な
ど

に
よ
り
、
留
学
生
教
育
制
度
の
整
備
を
行
い

つ
つ
、
同
時
に
受
け
入

れ
留
学
生
の
規
模
を
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
様

相
が
み
ら
れ
る
。
ま

た
、

「教
育
振
興
行
動
計
画
」
期
に
お

い
て
は
、

こ
れ
ま

で
の
各
大

学
を
中
心
と
し
た
、
私
費
留
学
生
の
受
け
入

れ
拡
大
だ
け
で
な
く
、

中
国
政
府
は
、
各
大
学
の
自
主
的
な
国
際
教
育

交
流
活
動
を
支
持
し

つ
つ
も
、
中
国
政
府
奨
学
金
留
学
生

の
受

け
入
れ
を
急
速
に
拡
大

し
、
中
国
の
国
益
上
、
極
め
て
重
要
な
国
々
か
ら
政
府
主
導
で
留
学

生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
戦
略
的
な
留
学
生
教

育
政
策
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
次
節

で
は
、
建
国
六
十
周
年
を
迎

え
た
中
国
政
府

の
留
学

生
教
育
政
策

の
方
針
を
検
証
し
て
い
き
た

い
。

四

"留
学
中
国
計
画
"

留
学
生
受
け
入
れ
五
〇
万
人
計
画

二
〇
〇
九
年
七
月
二
三
日
、
長
春
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
中
国
高

等
教
育
学
会
外
国
留
学
生
教
育
管
理
分
会
成
立
二
十
周
年
記
念
式
典

に
お

い
て
、
中
国
教
育
部

の
都
平
副
部
長
が
、
「思
想
を
開
放
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
開
拓
し
、
留
学
生
業
務

の
科
学
的
発
展
を
推
進
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す
る
」
と

い
う
講
話
を
発
表
し
て
い
る
。
都
平
副
部
長
は
、

こ
の
講

話
の
中
で
、
建
国
か
ら
現
在

に
至
る
留
学
生
教
育
政
策
の
変
遷
を
回

顧
し
、
中
国

の
留
学
生
教
育
に
お
け
る
課
題
を
提
示
、
さ
ら
に
、
諸

外
国
の
留
学
生
教
育

の
現
状
と
中
国

の
現
状
を
比
較
し
た
上
で
、
二

〇
二
〇
年
ま
で
に
、
五
〇
万
人
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
中
国
を
ア

ジ

ア
最
大

の
留
学
生
受
け
入
れ
国
と
す

る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た

"留
学
中

国
計
画
"
に
言
及
し
て
い
る
。

"留
学
中
国
計
画
"
に
お
け
る
中
国
政
府

の
新
た
な
留
学
生
教
育

政
策
の
方
針
を
挙
げ
、
計
画
実
現
に
向
け
た
課
題
と
解
決
の
た
め
の

施
策
を
提
示
し
て
い
る
。
本
節

で
は
、
都
平
副
部
長
の
講
話
を
中
心

に
、
二
〇

二
〇
年
に
向
け
た
dr
後

1
O
年
間

の
中
国
政
府

の
留
学
生

教
育
政
策

の
動
向
を
検

証
す
る
。

都
平
副
部
長
は
、
講
話
の
中

で
、
中
国

の
留
学
生
教
育
の
課
題
と

し
て
、
ω

留
学
生
教
育

の
質

の
問
題
、
②
広
報

・
宣
伝
媒
体
が
未

熟
、
③
各
大
学

・
各
学
部
の
専
門
、
専
攻

の
特
色
が
不
鮮
明
、
働
英

語
に
よ

る
教
育
が
不
十

分
、
⑤
政
策

・
制
度
が
現
状
に
追

い
付
か

ず
、
「政
策
盲
区
」
が
出

現
し
て
い
る
、
等
の
点
を
挙
げ
て
い
る
。

さ
ら

に
、
O
E
C
D
加
盟
諸
国
と

の
比
較

に
お

い
て
、
中
国

で

は
、
碩
士
課
程

(修
士
課
程
)
、
博
士
課
程
な
ど
で
正
規
教
育
を
受

け
る
留
学
生
は
限
ら
れ

て
お
り
、
二
〇
〇
八
年
、
中
国
に
お
い
て
碩

士
課
程
、
博
士
課
程
に
在
籍
す
る
留
学
生
数
は
、

一
万
人
程
度
に
留

ま
っ
て
い
る
と
指
摘
し

て
い
る
。

ま
た
、
O
E
C
D
加

盟
諸
国

で
は
、
二
〇
〇
六
年
の
平
均
で
、
高

等
教
育
の
在
校
生
数

に
占
め
る
留
学
生

の
割
合
が
九
・六
%
で
あ
る

の
に
対
し
、
中
国
で
は
約

一
%
程
度

に
過
ぎ
な

い
と
述
べ
て
い
る
。

改
革
開
放
開
始
後
、
三
〇
年
間
の
間
に
、
中
国

の
留
学
生
数
は
、

一

八
〇
倍
に
も
拡
大
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時

に
、
中
国
で
は
、

一
九
八

〇
年
代
に
高
等
教
育
機
関
数
が
増
加
し
、

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
学

生
数
が
急
増
、
高
等
教
育

の
規
模
が
著
し
く
拡
大
し
て
い
る
。
留
学

生
数

の
増
加

は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
高
等
教
育
の
在
籍
者

数

は
、
そ
れ
を
上
回
る
勢

い
で
増
加
し
て
お
り
、
高
等
教
育
機
関

の

総
在
籍
者
数

に
占
め
る
留
学
生
の
割
合
は
、
非
常
に
低

い
水
準
に
留

ま

つ
て
い
る
。

加
え
て
、
金
融
危
機
が
留
学
生
教
育
の
発

展
に
も
た
ら
し
た
影
響

に

つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
実
際
、
金
融
危
機
の
影
響
に
よ
り
、

二
〇
〇
九
年
は
、
留
学
生
数

の
増
加
率
が
、

過
去
五
年
間
で
最
低

の

水
準
と
な
っ
て
い
る
。
表
2
で
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
S
A
R
S
の

影
響
が
払
拭
さ
れ
た
二
〇
〇

四
年

に
は
、
前

年
比
四
二
・六
%
増
と

驚

異
的

な
増
加
率

と
な
り
、

二
〇
〇
五
年

は
前
年
比

二
七
・
三
%

増
、

二
〇
〇
六
年
に
は

一
五
・
三
%
増
、

二
〇
〇
七
年

に
は
二
〇
・

二
%
増
、
二
〇
〇
八
年

は

一
四
・三
%
増
と
高

い
水
準
を
保

っ
て
き

た
が
、

二
〇
〇
九
年
は
、
前
年
比
六
・六
%
増
と

一
桁
台
に
落
ち
込

ん
で
い
る
。
金
融
危
機

の
影
響
を
受
け
て
、
特

に
短
期

の
語
学
研
修

班
が
相
次

い
で
中
止
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
影
響

が
出
た
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
金
融
危
機

の
影
響

に
よ
り
、
世
界
各
国
は
軒
並
み

マ
イ
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ナ
ス
成
長
を
強

い
ら
れ
て
い
る
中
、
中
国
は
、
金
融
危
機
の
影
響
が

そ
れ
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
。
中
国
経
済
は
順
調
に
成
長
軌
道
に
乗

っ

て
お
り
、
中
国
政
府

は
、
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
中
国

の
経
済

情
勢
を
、
外
国
人
留
学
生
を
中
国
留
学
に
呼
び
込
む
好
機
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
都
平
副
部
長
は
、
講
話

の
中

で
、
「我
が
国

の
国
際
競

争
力
及
び

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
醸
成
す
る
ま
た
と
な
い
好
機
で
あ
り
、

中
央
政
府
及
び
関
係
の
部
門
は
、
留
学
生
教
育
を
通
し
て
各
国

の
友

好
人
士
を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
る
影
響
を
よ
り

一
層
重
視
す
る
」
と

述

べ
て
い
る
。
ま
た
、

「我
が
国

の
国
際
社
会
に
お
け
る
地
位

の
向

上
に
伴

い
、
外
国
人
の
我
が
国
を
理
解
し
た
い
と
い
う
需
要
も
益
々

強
ま
っ
て

い
る
。
中
国
留
学
を

"知
中
人
材
"
を
育
成
す
る
ル
ー
ト

と
し
て
積
極
的

に
活
用
し
、
中
国
留
学

の
潜
在
的
な
価
値
を
知
ら
し

め
、
中
国
留
学
の
吸
引
力
を
益
々
大
き
な
も
の
と
す
る
」
と
、
積
極

姿
勢
を
堅
持
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
都
平
教
育
部
副
部
長
は
、
発
言
の
中

で
、
劉
延
東
国
務

委
員

の
留
学
生
教
育
政
策
に
関
す

る
以
下

の
発
言
を
引
用
し
て
い

る
。
劉
延
東
国
務
委
員
は
、

「留
学
生

の
派
遣

・
受
け
入
れ
規
模
を

拡
大
す
る

こ
と
は
、
我
々
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

(創
新
)
国
家
を
建

設
す
る
こ
と
に
不
可
欠
で
あ
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
中
国
と
他
国
と
の

関
係
を
強
化
し
、
中
国
友
好
人
士
を
育
成
す
る
こ
と
に
重
要
な
意
義

が
あ
る
」
と
留
学
交
流

の
国
家
戦
略
上

の
意
義
を
強
調
し
た
上

で
、

留
学
生
教
育

の
今
後

の
発
展
構
想
、
"
一
二
三
四
"
、

一
つ
の
方
針

(
一
個
方
針
)
、
二

つ
の
大
局

(両
個
大
局
)、
三

つ
の
要

(三
個
関

鍵
)、
四
つ
の
体
系

(四
個
体
系
)
を
掲
げ

て

い
る
。

6

一
つ
の
方
針

一
つ
の
方
針
と
は
、
す
な
わ
ち
、
"拡
大
規

模

・
提
高
層
次

・
保

証
質
量

・
規
範
管
理
"
を
指
す
。
留
学
生
教
育

の
規
模
を
拡
大
し
、

留
学
生
の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
に
は
、
各
方
面
に
お
い
て
、
シ
ス

テ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
う
こ
と

が
必
要

で
あ
る
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
規
模
の
拡
大
と
、
レ
ベ
ル
の
向
上
を
同
時
に
実
現

す
る
た
め
に
は
、
留
学
生
の
養
成

に
お
け
る
質

の
保
証
が
肝
要
で
あ

り
、
法
に
依
拠
し
た
業
務
遂
行
と
、
規
範
的
な
管
理
を
徹
底
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
説

い
て
い
る
。

口

二
つ
の
大
局

二
つ
の
大
局
と
は
、
胡
錦
濤
主
席

の
発
言
に
あ
る

「国
内
国
際

の

二

つ
の
大
局
を
統

一
的
に
考
え
る
」
に
よ
る
も

の
で
、
国
内
、
国
際

を
指
す
。
留
学
生
教
育
に
お
け
る

「国
内
」
に

つ
い
て
は
、
近
年
、

中
央
、
教
育
部
、
地
方
政
府
及
び
高
等
教
育
機

関
の
リ
ー
ダ
ー
が
、

留
学
生
教
育
を
非
常
に
重
視
し
、
様
々
な
措
置
を
講
じ
、
留
学
生
教

育

の
発
展
を
促
し
、
国
内

の
良
好
な
環
境
を
作

り
出
し
た
と
評
価
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
方
政
府
奨
学
金
に
つ
い
て
言
及
し
、
北
京
市

は
四
五
〇
〇
万
元
、
上
海
市
が
二
五
〇
〇
万
元
、
遼
寧
省
及
び
漸
江

省
が
五
〇
〇
万
元
を
毎
年
そ
れ
ぞ
れ
拠
出
し

て
い
る
と
言
及
し
て
い

る
。
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そ
の
上

で
、
現
在
、
制
定

に
向
け
て
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る

「国

家
中
長
期
教
育
改
革
と
発
展
計
画
綱
要
」
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る

国
家
発
展

の
方
針

の
も
と
、
国
際
協
力
を
強
化
し
、
教
育

の
対
外
開

放

の
水
準
を
よ
り

一
層
高
め
、
全
方
位
に
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
広
域

に
わ
た
る
教
育
交
流
と
教
育
協
力
を
展
開
し
、
我
が
国
の
教
育
の
国

際
化

の
水
準
を
高
め
、
世
界
の
先
進
的
な
教
育
理
念
と
教
育
経
験
を

取
り
入
れ
、
我
が
国

の
教
育
改
革
と
発
展
を
推
進
す
る
。
そ
の
た
め

に
、
"留
学
中
国
計
画
"
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
二
〇

二
〇
年
ま

で
に
五
〇
万
人

の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。

ま
た
、
同
時
に
、

ア
メ
リ
カ

の
ポ
ー
ル

・
サ
イ
モ
ン
上
院
議
員
が

提
出
し
た
毎
年

一
〇
万
人

の
ア
メ
リ
カ
人
学
生
を
海
外
に
派
遣
す
る

と
い
う
法
案

に
言
及
し
、
国
際
留
学
市
場

の
変
化
、
及
び
世
界
情
勢

や
諸
外
国

の
新
た
な
留
学
政
策
や
留
学
交
流

の
世
界
的
潮
流
を
適
切

に
捉
え
、

留
学
生
教
育

の
発
展
拡
大
に
繋
げ

て
い
か
な
け
れ
ぼ
な
ら

な
い
と
述

べ
て
い
る
。

日

三
つ
の
要

三

つ
の
要
は
、
「認
識
を
高
め
、
思
想
を
開
放
す
る
」
「イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
大
胆
に
行

い
、
ブ

ラ
ン
ド
を
作
り
出
す
」
「人
を
以

っ
て

本
と
成
し
、
隊
伍
を
建
設
す
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
り
、
留

学
生
教
育

は
、
我
が
国
が
大
国
と
し
て
、
影
響
力
を
発
揮
し
、
中
国

文
化
を
伝
播
し
、
国
際
友
好
交
流

の
懸
け
橋
と
な
る
重
要
な
ル
ー
ト

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
留
学
生
教
育

の
規
模

の
拡
大
と
同

時

に
、
教
育

の
質
を
高
め
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
ま
た
、
留
学
生
教
育
に
お
い
て
、
自

ら

「ブ
ラ
ン
ド
」
を

作
り
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
留
学
生
教
育
に

従
事
す
る
幹
部
を
対
象
と
し
た
研
修
を
充
実
さ
せ
、
人
を
以

っ
て
本

と
す
る
と
い
う
理
念
を
持
ち
、
留
学
生
教
育
に
従
事
し
、
新
た
な
価

値
を
創
造
で
き
る
幹
部
を
育
成
す
る
必
要
性
を
説

い
て
い
る
。

四

四
つ
の
シ
ス
テ
ム

四
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
は
、
留
学
生
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
広
報
宣
伝

の
シ
ス
テ
ム
、
奨
学
金
の
シ
ス
テ
ム
、
留
学
生
教
育

の
専
門
課
程

の

シ
ス
テ
ム
及
び
留
学
生
教
育

の
質

の
評
価

シ
ス
テ
ム
を
指
す
。
こ
れ

ら
四
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
拡
充
し
、
優
秀
な
留
学
生

の
獲
得
に
乗
り
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述

べ
て
い
る
。

ま
た
、
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
中
央
政
府

の
中
国
政
府
奨
学
金
を

主
と
し
つ
つ
も
、
地
方
政
府
、
大
学
や
企
業
か
ら
の
奨
学
金
を
充
実

さ
せ
、
多
元
的
で
手
厚

い
奨
学
金
制
度
を
つ
く
り
、
奨
学
金
制
度
を

さ
ら
に
拡
充
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇

二
〇
年
ま
で
に
、
中

国
政
府
奨
学
金
生
を
毎
年
五
万
人
に
ま
で
増
加

さ
せ
る
計
画
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
中
国
政
府
奨
学
金

の
新
規
支
給

は
、
碩
士
課
程

(修

士
課
程
)
や
博
士
課
程
な
ど
、
高

い
レ
ベ
ル
の
教
育
を
受
け
る
学
生

に
重
点
を
置
く
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
国
の
留
学
生
教
育

の
国
際
競
争
力
を
高

め
る

こ
と
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が
、
当
面

の
最
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
し
て
お
り
、
英
語
を
教
授

言
語
と
す

る
学
士
、
碩
士
学
位

(修
士
学
位
)
の
専
門
課
程
を
開
設

し
、
中
国
高
等
教
育

の
ブ
ラ
ン
ド
を
創
り
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

教
育

の
質

の
評
価

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
留
学
生
教
育

の
質
を

監
視
し
、
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
し
て
お
り
、
評
価

の

内
容
は
、
教
学
条
件
、
管
理

・
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
、
そ
し
て
教
育
と

教
学
の
質

と
教
育
効
果
の
三
項
目
に
わ
た
る
。

お
わ
り
に

X
10

1
0
年
二
月
二
八
日
に
発
表
さ
れ
た

「国
家
中
長
期
教
育
改

革
と
発
展
計
画
概
要

(公
開
意
見
請
求
稿
)」

に
お
け
る
体
制
改
革

の
項
目
に

お
い
て
、
留
学
生
教
育
に
関
す
る
以
下

の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。

「さ
ら
に
外
国
人
留
学
生
の
規
模
を
拡
大
す
る
。
中
国
政
府

奨
学
金

の
数
量
を
増
加
さ
せ
、
重
点
的
に
発
展
途
上
国
の
学
生
を
支

援
し
、
中

国
留
学
人
材
構
成

の
向
上
を
図
る
。

(学
歴
教
育
を
受
け

る
学
生

に
対
す
る
)
予
備
教
育
を
実
施
し
、
外
国
語
に
よ
る
授
業
を

提
供
す

る
大
学

・
学
科

・
専
攻
を
増
加
さ
せ
、
留
学
生
教
育

の
質
を

絶
え
間
な

く
向
上
さ
せ
る
」。
ま
た
、
「対
策
を
保
証
す
る

(保
証
措

置
)
」
の
項
目
に
お
い
て
も
、
「留
学
中
国
計
画
を
実
施
し
、
留
学
生

教
育
の
規
模
を
拡
大
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

"留
学
中

国
計
画
"
は
、
国
家
の
中
長
期
発
展
戦
略
の
中
に
、
明
確

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
中
国
政
府
は
、
留
学
生
教
育
政
策
が
国

家
の
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
国
を
挙
げ
て
、
留

学
生
受
け
入
れ
拡
大
に
取
り
組
む
姿
勢
を
表

し
て
い
る
。

中
国
で
は
、
"
留
学
中
国
計
画
"
の
発
動
後
、
二
〇
二
〇
年
ま
で

に
、
五
〇
万
人
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
ア
ジ
ア
最
大
の
留
学
先
国

と
な
る
と
い
う
壮
大
な
目
標
の
も
と
、
中
央
政
府
、
地
方
政
府
、
大

学

の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
留
学
生
獲
得
に
向
け
て
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し

て
お
り
、
留
学
生
教
育
の
質

の
保
証
に
努
め

つ
つ
、
留
学
生
教
育
の

拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

中
国
の
留
学
生
教
育
政
策
は
、

一
九
九
〇
年
代
、
私
費
留
学
生

の

受
け
入
れ
拡
大
を
主
と
す
る
、
経
済
戦
略
と
し
て
の
政
策
が
優
先
さ

れ
た
が
、
二

一
世
紀
に
入
り
、
中
国

の
経
済
力
、
国
力
、
国
際
社
会

で
の
存
在
感
が
著
し
く
高
ま
る
中
で
、
中
国
政
府
が
再
び
強

い
指
導

力
を
発
揮
し
、
国
家
の
人
材
強
国
戦
略
の

一
環
と
し
て
、
極
め
て
戦

略
的
な
留
学
生
教
育
政
策
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

留
学
生
教
育

の
内
容
に

つ
い
て
は
、

一
九
九
〇
年
代
は
、
中
国
語

教
育
に
比
重
が
置
か
れ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年

以
降
は
、
中
国

の
大
学

と
外
国
の
大
学
と
の
連
携
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
開
設
さ
れ
、
中
国
語
と
英

語
を
主
と
し
た
外
国
語

の
二
言
語
を
学
習
す
る
語
学
教
育
中
心
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
出
現
し
た
。
し
か
し
、
昨
今

で
は
、
語
学
教
育
だ
け
で

な
く
、
医
学
、
経
済
、
管
理
な
ど
の
専
門
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
。
特

に
、
英
語
を
教
授
言
語
と
す
る
教
育

プ

ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
は
、
高
等
教
育

の
質

の
向
上
、
中
国
の
国
際
化
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の
進
展

に
繋
が
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
広
く
奨
励
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
英
語
を
教
授
言
語
と
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
教
育
の
質
保
証

に
関
す

る
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、
教
育

の
質
を
向
上
さ
せ

る
た
め

の
評
価

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
、
質
保
証

の
枠
組
み
づ

く
り
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

中
国

は
、
著
し
い
経
済
力
を
背
景
に
、
留
学
生
教
育
に
も
積
極
的

に
投
資

し
、

「中
国
留
学
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
優
秀
な
留
学
生
の
獲
得

に
乗
り
出
し
て
く

る
で
あ

ろ
う
。
隣
国

の
大
国
、
中
国

の
こ
の
よ
う
な
動
き
を
受
け

く る て て
、o、 、

 

し
て
い
く

の
力

大
学

の
国
際
教
育
交
流

の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

日

本
政
府
や
日
本

の
大
学
は
、
国
際
高
等
教
育
市
場

に
お
い

中
国

と
の
激
し
い
競
争
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ

こ
れ
ま

で
の
留
学
生
供
給
国
と
し
て
の
中
国
と
し
て
だ
け
で
な

受
け
入
れ
大
国
中
国
と
、
い
か
に

「競
争
」
し
、
ま
た

「協
働
」

、
、
今
後
も
中
国
政
府

の
留
学
生
教
育
政
策
及
び
主
要

対
応
を
考
え
て
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